フランスにおける二〇〇〇年代の地方公務員制度 by 玉井 亮子 & Ryoko Tamai
一
、
は
じ
め
に
そ
の
起
点
を
一
九
八
四
年
と
す
る
な
ら
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
公
務
員
制
度
は
、
二
〇
〇
九
年
を
も
っ
て
制
度
創
設
二
五
周
年
を
迎
え
た
(
)
。
そ
れ
に
際
し
、
一
九
八
三
年
か
ら
一
九
八
四
年
に
渡
っ
て
地
方
公
務
員
制
度
も
含
め
た
新
た
な
公
務
員
制
度
の
構
築
に
係
わ
り
、
当
時
の
デ
ュ
フ
ェ
ー
ル
(
G
asto
n
D
e
ffe
rre)
内
務
大
臣
の
キ
ャ
ビ
ネ
の
一
員
と
し
て
そ
の
政
策
過
程
に
携
っ
た
シ
ュ
ラ
メ
ッ
ク
(
O
liv
ie
r
S
ch
ram
e
ck)
は
、
二
〇
〇
九
年
一
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
現
行
の
地
方
公
務
員
制
度
は
｢
一
九
八
四
年
法
に
お
け
る
当
初
の
原
則
を
取
り
戻
し
た｣
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
改
正
法
に
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
を
提
示
す
る
。
こ
の
法
律
は
、
地
方
公
務
員
制
度
を
め
ぐ
っ
て
研
修
概
念
の
再
定
義
、
国
家
公
務
員
に
の
み
認
め
ら
れ
て
き
た
手
法
を
地
方
公
務
員
に
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
制
度
整
備
の
方
向
性
を
記
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
シ
ュ
ラ
メ
ッ
ク
は
こ
の
よ
う
な
状
況
及
び
改
正
の
方
針
に
つ
い
て
、
地
方
公
務
員
制
度
創
設
時
に
議
論
さ
れ
た
｢
一
貫
性
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一
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年
代
の
地
方
公
務
員
制
度
玉
井
亮
子
(


)｣
と
い
う
概
念
を
再
び
見
つ
け
た
、
と
答
え
て
い
る
(
)
。
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
の
内
容
や
シ
ュ
ラ
メ
ッ
ク
の
発
言
の
含
意
に
つ
い
て
は
、
後
述
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
こ
の
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
、
す
な
わ
ち
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
改
正
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て
成
立
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
地
方
自
治
体
人
事
管
理
協
力
機
関
で
あ
る
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
(
C
e
n
tre
N
atio
n
al
d
e
la
F
o
n
ctio
n
P
u
b
liq
u
e
T
e
rrito
riale)
よ
り
発
行
さ
れ
て
い
る
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
の
解
説
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
律
は
｢
地
方
分
権
と
そ
の
発
展
の
歴
史
の
中
に
刻
み
込
ま
れ
る
も
の｣
と
さ
れ
、
ま
た
｢
地
方
分
権
(
二
〇
〇
三
―
二
〇
〇
四
年)
《
第
二
幕
》
の
展
開
及
び
、
特
に
市
町
村
間
共
同
役
務
と
い
っ
た
地
方
自
治
体
に
お
け
る
継
続
か
つ
急
激
な
変
化
に
地
方
公
務
員
組
織
を
適
合
さ
せ
る
た
め
に｣
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
(
)
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
の
法
律
の
成
立
要
因
に
は
、
二
〇
〇
三
年
の
憲
法
改
正
と
そ
れ
に
伴
う
地
方
分
権
化
政
策
の
推
進
が
あ
る
と
の
指
摘
に
注
目
し
た
い
(
)
。
ま
た
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
検
討
は
、
地
方
分
権
化
政
策
の
針
路
の
一
を
検
討
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。
更
に
二
〇
一
〇
年
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
財
政
赤
字
削
減
対
策
の
一
つ
に
公
務
員
人
件
費
の
削
減
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
国
家
公
務
員
に
関
し
て
は
人
員
削
減
が
計
画
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
二
〇
〇
九
年
の
財
政
赤
字
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
七
・
五
％
で
あ
る
が
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
あ
る
ユ
ー
ロ
導
入
国
は
財
政
赤
字
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
三
％
以
下
と
す
る
と
の
項
目
へ
の
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
猶
予
期
間
は
二
〇
一
三
年
ま
で
と
な
っ
て
い
る
(
)
。
ま
た
二
〇
一
〇
年
度
第
一
・
四
半
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
公
的
債
務
残
高
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
八
〇
・
三
％
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
る
(
)
。
こ
の
よ
う
な
財
政
赤
字
と
債
務
残
高
へ
の
対
応
が
望
ま
れ
る
な
か
、
そ
の
策
の
一
つ
と
し
て
、
国
家
公
務
員
数
の
削
減
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
二
〇
一
〇
年
一
月
、
当
時
、
財
政
・
会
計
・
公
務
員
省
大
臣(
L
e
m
in
istre
d
u
B
u
d
g
e
t,
d
e
s
C
o
m
p
te
s
p
u
b
lics
e
t
d
e
la
F
o
n
ctio
n
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二
p
u
b
liq
u
e)
で
あ
っ
た
ウ
ォ
ー
ス
(
E
ric
W
o
e
rth)
は
、
財
政
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
国
家
公
務
員
同
様
、
地
方
公
務
員
も
人
員
削
減
に
取
り
組
む
べ
き
だ
、
と
発
言
し
て
い
る
(
)
。
地
方
公
務
員
制
度
の
管
轄
は
内
務
省
(



	
d
e


	
	)
で
あ
り
、
国
家
公
務
員
制
度
を
主
に
扱
う
公
務
員
省
大
臣
の
発
言
が
地
方
公
務
員
制
度
の
議
論
に
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
力
を
持
つ
の
か
未
知
数
で
は
あ
る
。
し
か
し
一
連
の
問
題
へ
の
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
、
公
務
員
の
中
で
国
家
公
務
員
に
対
し
て
の
み
人
員
削
減
が
行
な
わ
れ
る
と
い
っ
た
状
況
は
、
公
務
員
制
度
間
の
同
等
性
と
い
う
面
か
ら
は
望
ま
し
い
状
況
で
は
無
い
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
地
方
に
お
け
る
｢
自
由
な
行
政
(
lib
re
ad
m
in
istratio
n)｣
と
い
っ
た
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
地
方
公
務
員
の
削
減
を
国
の
立
場
か
ら
強
制
的
に
議
論
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
更
に
地
方
公
務
員
に
と
っ
て
は
、
地
方
分
権
化
政
策
に
伴
う
事
務
量
増
加
と
そ
れ
に
伴
う
人
員
増
員
の
必
要
性
、
更
に
定
年
に
伴
う
地
方
公
務
員
の
大
量
退
職
が
地
方
公
務
員
の
人
材
不
足
を
引
き
起
こ
す
と
の
懸
念
が
二
〇
〇
〇
年
の
政
府
報
告
書
で
指
摘
さ
れ
、
そ
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
(
)
。
そ
し
て
実
際
の
と
こ
ろ
、
地
方
公
務
員
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
も
継
続
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、
例
え
ば
一
九
九
六
年
を
基
準
と
し
た
場
合
、
そ
の
人
数
は
二
〇
〇
七
年
に
約
一
・
四
倍
増
を
記
し
て
い
る
(
)
。
そ
こ
で
国
家
公
務
員
制
度
の
動
向
を
地
方
公
務
員
の
勤
務
関
係
へ
の
再
検
討
を
促
す
要
因
と
な
り
得
る
と
の
可
能
性
の
範
囲
内
に
留
め
な
が
ら
、
公
務
員
制
度
と
し
て
の
議
論
の
展
開
を
追
っ
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
地
方
公
務
員
制
度
と
し
て
、
複
数
の
問
題
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
応
が
協
議
実
施
さ
れ
て
き
た
の
か
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
主
に
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
と
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
を
取
り
上
げ
た
い
。
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
は
国
家
公
務
員
・
地
方
公
務
員
の
研
修
に
関
す
る
権
利
義
務
へ
の
改
正
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
は
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
の
改
正
を
受
け
て
、
七
二
項
目
に
渡
っ
て
地
方
公
務
員
身
分
規
程
の
関
連
部
分
の
改
正
を
定
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
改
め
て
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
に
つ
い
て
の
先
の
解
説
書
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
二
〇
〇
七
年
の
こ
の
二
つ
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三
の
法
律
に
基
づ
く
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
改
正
に
は
主
要
な
三
つ
の
論
点
が
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
｢
地
方
職
員
の
研
修
の
近
代
化
(
m
o
d
e
rn
isatio
n)
と
強
化
(
co
n
so
lid
atio
n)｣
、｢
地
方
公
務
員
制
度
機
関
(
in
stitu
tio
n
s)
の
役
割
の
明
確
化｣
、｢
運
営
方
式
を
柔
軟
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
様
々
な
規
定
の
配
置｣
、
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
二
〇
〇
七
年
の
地
方
公
務
員
制
度
を
め
ぐ
る
二
つ
の
法
律
を
見
て
み
る
と
、
研
修
の
概
念
に
つ
い
て
再
定
義
と
、
地
方
公
務
員
制
度
の
運
用
を
支
え
る
人
事
管
理
協
力
機
関
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
改
正
の
方
向
性
が
記
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
現
在
、
複
数
の
諸
法
令
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
制
度
作
り
が
進
行
中
で
あ
る
。
そ
こ
で
二
〇
〇
七
年
の
こ
の
二
つ
の
法
律
を
軸
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
お
け
る
地
方
公
務
員
制
度
の
方
向
性
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。
二
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
地
方
公
務
員
制
度
を
め
ぐ
る
改
正
と
そ
の
方
向
性
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
検
討
は
そ
の
創
設
以
降
、
継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
地
方
公
務
員
制
度
の
構
築
概
念
そ
の
も
の
へ
の
見
直
し
と
な
っ
た
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
、
地
方
公
務
員
制
度
組
織
内
の
権
限
分
散
を
伴
っ
た
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
、
非
正
規
職
員
の
正
規
雇
用
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
一
九
九
六
年
一
二
月
一
六
日
法
・
二
〇
〇
一
年
一
月
三
日
法
・
二
〇
〇
五
年
七
月
二
六
日
法
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
一
六
日
法
に
よ
る
若
年
者
雇
用
の
推
進
(
)
、
地
方
公
務
員
に
も
中
途
採
用
枠
を
設
け
た
第
三
の
競
争
試
験
の
設
定
と
週
三
五
時
間
制
採
用
の
労
働
時
間
の
短
縮
を
定
め
た
二
〇
〇
一
年
一
月
三
日
法
(
)
、
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
お
け
る
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
再
検
討
と
い
っ
た
点
か
ら
は
、
公
務
員
制
度
近
代
化
の
た
め
の
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
(
lo
i
n

2
0
0
7
14
8
d
u
2

2
0
0
7
d
e
m
o
d
e
rn
isatio
n
d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e)
と
地
方
公
務
員
制
度
に
関
す
る
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
(
lo
i
n

2
0
0
7
20
9
d
u
1
9


2
0
0
7
re
lativ
e

la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale)
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四
は
、
重
要
な
改
正
の
一
つ
と
数
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
で
は
、
官
公
吏
共
通
の
権
利
義
務
を
定
め
た
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
へ
の
改
正
と
な
っ
て
お
り
、
公
務
員
制
度
全
般
に
つ
い
て
の
職
業
訓
練
に
関
す
る
概
念
、
及
び
研
修
に
関
す
る
権
利
義
務
に
つ
い
て
の
改
正
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
へ
の
新
た
な
方
向
性
を
記
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
(
)
。
ま
た
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
で
は
、
地
方
公
務
員
の
身
分
規
程
を
定
め
た
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
へ
の
改
正
と
な
っ
て
い
る
。
上
記
の
二
つ
の
法
律
を
通
じ
て
、
職
設
置
に
関
す
る
人
口
要
件
の
緩
和
、
人
事
管
理
協
力
組
織
内
の
権
限
の
再
編
成
、
試
験
機
関
の
再
整
備
、
研
修
機
関
と
人
事
管
理
機
関
の
分
離
、
研
修
の
充
実
、
予
防
医
学
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
、
と
様
々
な
項
目
が
改
正
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
複
数
の
領
域
に
及
ぶ
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
改
正
の
中
で
、
公
務
員
制
度
全
体
に
係
わ
る
改
正
と
し
て
本
稿
で
は
特
に
公
務
員
の
職
員
研
修
へ
の
再
定
義
に
つ
い
て
注
目
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
尚
、
二
〇
〇
七
年
の
二
つ
の
法
律
の
内
容
は
、
二
〇
〇
三
年
の
ク
ー
ル
シ
ャ
ル
(
Je
an
C
o
u
rtial)
、
同
年
の
ド
レ
フ
ュ
ス
(
B
e
rn
ard
D
re
y
fu
s)
に
よ
る
二
つ
の
報
告
書
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
(
)
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
前
よ
り
、
複
数
の
報
告
書
に
お
い
て
、
改
正
の
必
要
性
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
(
)
。
そ
の
為
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜
、
改
正
要
求
の
主
張
に
関
し
て
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
(
１)
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
と
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
に
よ
る
地
方
公
務
員
制
度
改
正
に
至
っ
た
要
因
本
項
で
は
、
大
量
退
職
時
代
へ
の
対
応
と
人
材
育
成
へ
の
新
た
な
取
り
組
み
、
二
〇
〇
三
年
の
憲
法
改
正
と
そ
れ
に
伴
う
地
方
分
権
化
政
策
の
展
開
、
公
務
員
の
移
動
の
容
易
化
、
の
三
点
に
着
目
し
て
、
地
方
公
務
員
制
度
を
取
り
巻
く
状
況
を
把
握
し
た
い
。
そ
れ
は
先
の
二
〇
〇
七
年
の
法
律
、
ま
た
そ
の
関
連
法
令
に
よ
っ
て
地
方
公
務
員
制
度
が
改
正
に
至
っ
た
背
景
へ
の
理
解
に
も
繋
が
る
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五
も
の
で
あ
ろ
う
。
①
大
量
退
職
時
代
へ
の
対
応
と
人
材
育
成
地
方
公
務
員
制
度
へ
改
正
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
の
一
つ
目
と
し
て
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
有
能
な
職
員
確
保
と
育
成
と
い
う
従
来
同
様
の
視
点
が
あ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
地
方
公
務
員
と
し
て
よ
り
良
い
人
材
獲
得
を
目
指
し
、
そ
の
為
に
も
確
実
に
能
力
向
上
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
改
正
に
至
っ
た
目
的
の
一
つ
と
捉
え
た
い
。
こ
こ
で
二
〇
〇
〇
年
の
政
府
報
告
書
｢
地
方
行
政
活
動
を
再
び
打
ち
立
て
る
た
め
に
(
R
e
fo
n
d
e
r
l’actio
n
p
u
b
liq
u
e
lo
cale)
(
)｣
を
参
照
し
て
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正
に
い
た
る
要
因
を
探
っ
て
み
よ
う
。
報
告
書
の
中
で
は
、
地
方
公
務
員
制
度
の
問
題
点
の
一
つ
に
、
近
い
将
来
に
お
け
る
深
刻
な
人
材
不
足
を
挙
げ
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
地
方
公
務
員
と
し
て
勤
務
す
る
者
の
う
ち
、
上
級
幹
部
職
で
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
に
あ
る
職
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
そ
の
多
く
が
退
職
を
迎
え
る
と
あ
る
。
そ
し
て
、
退
職
し
た
職
員
た
ち
の
持
っ
て
い
た
能
力
を
ど
の
よ
う
に
補
充
し
て
い
く
か
が
問
題
と
な
る
(
)
。
そ
こ
で
優
秀
な
人
材
の
採
用
と
人
材
の
育
成
の
た
め
の
研
修
制
度
の
改
善
、
ま
た
そ
の
流
れ
に
対
応
す
る
為
に
研
修
機
関
へ
の
再
検
討
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
(
)
。ま
た
他
の
報
告
書
か
ら
は
改
正
を
め
ぐ
る
別
の
要
点
を
指
摘
で
き
る
。
ド
レ
フ
ュ
ス
に
よ
る
公
務
員
省
に
対
す
る
報
告
書
に
お
い
て
は
、
有
能
な
職
員
確
保
の
必
要
、
職
員
能
力
の
向
上
、
職
員
間
の
研
修
機
会
の
均
等
、
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
と
小
規
模
市
町
村
に
お
い
て
は
、
ま
た
地
域
に
よ
っ
て
、
職
員
研
修
の
内
容
や
水
準
に
違
い
が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
職
の
設
置
に
関
す
る
人
口
要
件
設
定
の
た
め
に
、
待
遇
が
良
く
、
高
度
な
能
力
の
証
明
を
必
要
と
す
る
職
は
、
一
定
の
人
口
規
模
の
あ
る
都
市
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六
の
み
に
設
置
が
限
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
小
規
模
市
町
村
に
は
有
能
な
人
材
を
集
め
に
く
い
と
い
う
弊
害
は
常
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
(
)
。
そ
こ
で
二
〇
〇
七
年
の
二
つ
の
法
律
で
は
、
人
材
不
足
の
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
る
中
、
職
設
置
に
関
す
る
人
口
要
件
緩
和
、
一
部
の
地
方
公
務
員
に
対
し
て
研
修
受
講
の
一
部
義
務
付
け
を
定
め
た
。
こ
れ
は
、
よ
り
幅
広
い
地
方
自
治
体
に
利
す
る
人
事
運
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
公
務
員
間
の
移
動
推
進
も
定
め
て
お
り
、
従
来
は
財
政
上
の
問
題
で
雇
用
で
き
な
か
っ
た
国
家
公
務
員
を
地
方
自
治
体
内
で
勤
務
で
き
る
よ
う
な
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
、
更
に
は
地
方
公
務
員
も
中
央
省
庁
及
び
そ
の
出
先
機
関
へ
移
動
し
て
勤
務
す
る
こ
と
を
促
進
し
、
職
歴
や
能
力
を
積
む
こ
と
が
出
来
る
環
境
の
創
出
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
②
二
〇
〇
三
年
の
憲
法
改
正
と
地
方
分
権
化
政
策
の
展
開
二
〇
〇
三
年
三
月
の
憲
法
改
正
を
発
端
と
し
た
地
方
分
権
化
政
策
の
推
進
は
、
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正
を
も
促
す
も
の
と
な
っ
た
。
地
方
分
権
化
政
策
に
は
、
国
か
ら
地
方
自
治
体
へ
の
新
た
な
権
限
移
譲
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
へ
の
対
応
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
国
か
ら
地
方
へ
権
限
移
譲
さ
れ
た
業
務
に
当
た
る
と
い
っ
た
地
方
分
権
化
政
策
の
推
進
に
必
要
な
能
力
を
公
務
員
が
獲
得
す
る
た
め
の
手
法
を
法
令
で
定
め
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、｢
研
修｣
概
念
へ
の
再
検
討
、
と
い
う
項
目
が
重
視
さ
れ
る
所
以
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
二
〇
〇
〇
年
代
の
地
方
分
権
化
政
策
も
ま
た
地
方
公
務
員
が
地
方
へ
新
た
に
移
譲
さ
れ
る
業
務
に
当
た
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ら
権
限
移
譲
に
伴
っ
て
国
家
公
務
員
が
地
方
自
治
体
で
勤
務
す
る
こ
と
、
ま
た
国
家
公
務
員
の
地
方
公
務
員
へ
の
身
分
移
管
が
計
画
実
施
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
と
い
っ
た
複
数
の
状
況
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
公
務
員
制
度
全
体
へ
の
改
正
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
の
は
一
九
八
〇
年
代
同
様
で
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
は
、
公
務
員
制
度
全
体
を
見
直
す
と
い
う
改
革
を
も
っ
て
地
方
制
度
改
革
に
対
応
し
た
。
そ
し
て
今
回
は
｢
研
修｣
と
い
う
概
念
の
再
定
義
を
通
じ
て
、
地
方
分
権
化
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七
政
策
に
対
応
し
よ
う
と
の
路
線
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
従
来
は
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
職
員
移
動
の
項
目
、
職
務
経
験
の
人
事
評
価
、
人
事
管
理
協
力
機
関
の
間
で
の
権
限
再
分
配
、
と
い
っ
た
複
数
の
側
面
を
含
ん
だ
改
正
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
改
正
を
定
め
た
法
成
立
に
は
、
一
定
の
年
月
が
必
要
と
さ
れ
た
。
上
記
内
容
へ
の
再
考
を
め
ぐ
る
公
務
員
制
度
改
正
の
取
り
組
み
は
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
に
当
時
の
公
務
員
・
国
家
改
革
大
臣
で
あ
っ
た
ド
ゥ
ル
ヴ
ォ
イ
ユ
(
Je
an
-P
au
l
D
e
le
v
o
y
e)
が
発
表
し
て
以
来
、
お
よ
そ
四
年
と
数
ヶ
月
の
間
、
改
正
審
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
(
)
。
そ
の
一
因
に
は
、
法
案
策
定
過
程
に
お
い
て
地
方
公
務
員
制
度
の
み
な
ら
ず
、
公
務
員
制
度
全
体
を
め
ぐ
る
関
係
各
者
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
(
)
。
内
務
省
委
員
会
報
告
書
、
政
府
委
員
会
報
告
書
、
市
町
村
長
連
盟
か
ら
の
提
案
書
、
公
務
員
・
国
土
地
域
開
発
省
報
告
書
、
と
い
っ
た
よ
う
な
複
数
の
報
告
書
及
び
提
言
が
政
府
や
大
臣
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時
間
を
か
け
て
法
案
へ
の
同
意
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
(
)
。
そ
の
後
、
最
終
的
に
地
方
公
務
員
制
度
を
含
め
て
公
務
員
制
度
改
正
法
案
が
成
立
し
た
の
は
、
ド
・
ヴ
ィ
ル
パ
ン
(
D
o
m
in
iq
u
e
d
e
V
ille
p
in)
首
相
(
当
時)
の
下
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
と
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
両
法
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
の
大
統
領
選
を
控
え
た
時
期
に
成
立
し
た
法
律
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
議
会
議
員
の
意
向
、
ま
た
地
方
公
務
員
の
キ
ャ
リ
ア
展
開
の
充
実
を
尊
重
し
て
の
改
正
と
い
う
方
向
性
は
、
両
者
か
ら
の
支
持
獲
得
を
前
提
と
し
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
に
関
し
て
は
当
時
、
公
務
員
大
臣
(
L
e
m
in
istre
d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e)
で
あ
っ
た
ジ
ャ
コ
ブ
(
C
h
ristian
Jaco
b)
が
二
〇
〇
六
年
六
月
七
日
、
国
民
議
会
に
公
務
員
制
度
に
関
す
る
改
正
法
案
と
し
て
政
府
提
出
法
案
と
し
て
国
民
議
会
に
提
出
し
、
二
〇
〇
七
年
一
月
二
三
日
に
国
民
議
会
の
第
二
読
会
に
お
い
て
通
過
し
、
元
老
院
に
お
い
て
は
修
正
さ
れ
る
こ
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八
と
無
く
、
成
立
に
至
っ
た
。
ま
た
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
に
関
し
て
は
、
当
時
、
国
務
大
臣
及
び
内
務
・
国
土
開
発
大
臣
(
L
e
m
in
istre
d
e


	


e
t
d
e




	
	


d
u
te
rrito
ire)
で
あ
っ
た
サ
ル
コ
ジ
(
N
ico
las
S
ark
o
zy)
が
、
二
〇
〇
六
年
一
月
一
一
日
の
元
老
院
に
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正
法
案
と
し
て
政
府
提
出
法
案
と
し
て
提
出
し
、
二
〇
〇
七
年
二
月
七
日
、
国
民
議
会
の
第
二
読
会
に
お
い
て
通
過
し
、
成
立
に
至
っ
て
い
る
。
③
公
務
員
制
度
間
の
移
動
の
促
進
複
数
の
改
正
項
目
が
候
補
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
中
、
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員
の
公
務
員
制
度
間
の
移
動
の
必
要
か
ら
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
の
憲
法
改
正
を
受
け
て
の
国
家
公
務
員
の
地
方
公
務
員
へ
の
身
分
移
管
が
あ
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
地
方
自
治
体
へ
の
新
た
な
権
限
移
譲
に
つ
い
て
、
地
方
の
自
由
と
責
任
に
関
す
る
二
〇
〇
四
年
八
月
一
三
日
法(
L
o
i
n

2
0
0
4
80
9
d
u
1
3


2
0
0
4
re
lativ
e
au
x
	

e
t
	



lo
cale
s)
が
成
立
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
こ
の
法
律
で
は
、
国
か
ら
地
方
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
県
に
つ
い
て
は
社
会
保
障
分
野
の
権
限
が
、
州
に
つ
い
て
は
職
業
訓
練
の
権
限
が
、
そ
れ
ぞ
れ
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
(
)
。
そ
し
て
、
国
か
ら
地
方
自
治
体
へ
の
新
た
な
権
限
移
譲
及
び
分
権
政
策
の
一
環
と
し
て
、
再
び
国
家
公
務
員
か
ら
地
方
公
務
員
へ
の
身
分
移
管
が
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
)
。
す
な
わ
ち
二
〇
〇
四
年
八
月
一
三
日
法
一
〇
九
条
に
基
づ
い
て
、
国
家
公
務
員
で
あ
る
学
校
関
係
職
員
内
の
一
部
現
業
職
員
お
よ
び
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
開
発
・
持
続
的
国
土
開
発
省
に
関
す
る
職
員
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
か
ら
地
方
公
務
員
へ
の
身
分
移
管
で
あ
る
(
)
。
こ
の
よ
う
な
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
か
ら
地
方
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
を
伴
う
地
方
分
権
化
政
策
は
、
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員
の
間
で
の
公
務
員
の
身
分
を
含
め
た
移
動
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九
ま
で
を
も
含
め
た
も
の
と
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
国
家
公
務
員
の
出
向
や
国
家
公
務
員
か
ら
地
方
公
務
員
へ
の
身
分
移
管
は
、
必
ず
し
も
望
ま
れ
て
い
た
結
果
を
生
み
出
す
も
の
と
は
言
え
な
か
っ
た
(
)
。
ま
た
二
〇
〇
四
年
八
月
一
三
日
法
制
定
時
に
お
い
て
も
公
務
員
労
働
組
合
を
中
心
と
し
て
、
身
分
移
管
へ
の
反
発
も
見
ら
れ
た
(
)
。
そ
こ
で
公
務
員
制
度
間
の
移
動
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
身
分
移
管
の
み
を
推
進
す
る
の
で
は
抵
抗
が
あ
る
の
で
は
と
の
懸
念
か
ら
、
出
向
や
特
別
併
任
と
い
う
方
式
が
活
発
化
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
実
際
の
問
題
と
し
て
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
新
た
な
事
務
移
譲
に
備
え
て
能
力
あ
る
人
員
確
保
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
国
家
公
務
員
に
と
っ
て
は
、
い
ず
れ
か
の
形
式
に
従
っ
て
、
地
方
自
治
体
勤
務
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
そ
れ
へ
の
対
応
策
が
急
が
れ
た
、
と
い
う
事
情
も
あ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
地
方
分
権
化
政
策
と
い
っ
た
地
方
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
を
推
進
す
る
上
で
、
権
限
と
共
に
、
財
源
、
そ
し
て
人
材
、
つ
ま
り
公
務
員
も
国
か
ら
地
方
へ
移
譲
す
る
こ
と
が
方
向
性
と
し
て
示
さ
れ
る
中
、
公
務
員
制
度
間
の
移
動
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
全
体
に
職
業
訓
練
(
la
fo
rm
atio
n
p
ro
fe
ssio
n
n
e
lle)
の
概
念
を
一
貫
し
て
設
け
る
こ
と
で
、
公
務
員
制
度
間
の
人
材
の
移
動
と
そ
の
安
定
を
図
り
、
状
況
の
対
応
に
充
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
、
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
に
よ
る
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
の
公
務
員
権
利
義
務
の
改
正
は
、
後
に
別
の
法
律
に
よ
っ
て
、
公
務
員
間
の
職
員
移
動
に
関
連
す
る
項
目
の
具
体
的
な
改
正
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
(
)
。
例
え
ば
ク
ー
ル
シ
ャ
ル
に
よ
る
報
告
書
に
依
れ
ば
、
研
修
機
関
と
人
事
管
理
協
力
機
関
の
再
整
備
が
提
示
さ
れ
て
お
り
(
)
、
そ
の
内
容
を
反
映
す
る
よ
う
な
改
正
が
な
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
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〇
(２)
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
と
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
に
よ
る
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
改
正
こ
こ
で
は
、
主
に
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
と
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
、
ま
た
こ
れ
ら
二
法
と
関
連
す
る
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
改
正
の
内
容
を
確
認
し
た
い
。
第
一
に
地
方
公
務
員
研
修
制
度
の
改
正
、
第
二
に
地
方
公
務
員
を
め
ぐ
る
諸
機
関
の
役
割
を
よ
り
明
確
化
さ
せ
る
こ
と
、
第
三
に
人
口
要
件
の
緩
和
と
公
務
員
の
移
動
要
件
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。
①
研
修
制
度
の
見
直
し
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
と
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
に
お
い
て
重
要
な
改
正
と
な
っ
た
の
は
、
研
修
の
項
目
に
つ
い
て
の
再
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
で
は
、
官
公
吏
全
体
に
対
し
て
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
、
職
歴
(




p
ro
fe
ssio
n
n
e
lle)
の
考
慮
、
研
修
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
さ
れ
、
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
へ
の
改
正
が
な
さ
れ
た
(
)
。
そ
こ
で
は
公
務
員
に
専
門
化
(
p
ro
fe
ssio
n
n
alisatio
n)
の
期
間
、
す
な
わ
ち
新
し
い
職
団
や
職
群
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
よ
う
な
研
修
の
受
講
や
そ
れ
を
受
講
す
る
た
め
の
期
間
を
保
障
す
る
た
め
に
、
公
務
員
の
権
利
義
務
の
改
正
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
研
修
に
関
し
て
全
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
職
員
に
つ
い
て
｢
生
涯
を
通
じ
た
職
業
研
修
の
権
利
(
le
d
ro
it
	
la
fo
rm
atio
n
p
ro
fe
ssio
n
n
e
lle
to
u
t
au
lo
n
g
d
e
la
v
ie)｣
と
い
う
概
念
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
改
正
に
呼
応
す
る
形
で
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
に
お
い
て
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
の
地
方
公
務
員
の
職
員
研
修
に
関
す
る
項
目
に
つ
い
て
の
改
正
が
な
さ
れ
た
(
)
。
生
涯
を
通
じ
た
職
業
研
修
の
権
利
と
は
、
採
用
、
ポ
ス
ト
の
異
動
、
様
々
な
種
類
の
移
動
、
自
由
任
用
の
職
、
と
い
っ
た
各
人
の
職
業
上
の
各
段
階
に
お
い
て
、
職
業
上
必
要
な
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
は
一
部
義
務
付
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
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。
ま
た
各
正
規
職
員
は
年
間
二
〇
時
間
研
修
を
受
け
る
権
利
、
す
な
わ
ち
｢
職
業
研
修
に
関
す
る
個
人
の
権
利
(
d
ro
it
in
d
iv
id
u
e
l

la
fo
rm
atio
n
p
ro
fe
ssio
n
n
e
lle
-D
IF
)｣
を
各
人
は
持
っ
て
い
る
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
が
象
徴
的
で
あ
ろ
う
(
)
。
そ
し
て
年
間
二
〇
時
間
の
研
修
時
間
は
一
二
〇
時
間
、
六
年
を
限
度
に
累
積
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
研
修
を
受
け
た
際
に
は
、
そ
の
研
修
内
容
は
各
職
員
に
割
り
当
て
ら
れ
る
研
修
個
人
手
帳
(
liv
re
t
in
d
iv
id
u
e
l
d
e
fo
rm
atio
n)
に
記
さ
れ
、
各
人
の
能
力
の
証
明
と
な
る
と
し
、
こ
の
証
明
が
昇
進
や
内
部
昇
任
に
反
映
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
研
修
個
人
手
帳
、
研
修
の
検
索
は
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
電
子
化
さ
れ
て
い
る
(
)
。
そ
し
て
研
修
に
関
す
る
権
利
は
地
方
自
治
体
と
の
合
意
の
下
で
は
あ
る
が
、
職
員
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
尊
重
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
以
前
の
研
修
を
め
ぐ
る
様
相
と
何
が
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
研
修
を
義
務
的
研
修
(
fo
rm
atio
n
o
b
lig
ato
ire
s)
と
任
意
研
修
(
fo
rm
atio
n
facu
ltativ
e)
と
い
う
二
つ
に
分
け
て
そ
の
特
徴
を
記
す
と
す
る
な
ら
ば
、
義
務
的
研
修
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
の
職
員
を
含
め
た
全
職
員
を
対
象
と
し
て
統
合
研
修
(
fo
rm
atio
n



	
)
、
い
わ
ゆ
る
初
任
者
研
修
の
義
務
付
け
が
示
さ
れ
た
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
見
れ
ば
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
は
地
方
公
務
員
の
四
分
の
三
の
人
数
を
占
め
る
。
よ
っ
て
こ
の
改
正
は
新
た
に
研
修
の
対
象
と
な
る
職
員
数
と
い
っ
た
人
数
の
上
で
の
影
響
は
大
き
い
も
の
と
な
っ
た
。
一
方
の
任
意
研
修
と
い
う
区
分
の
中
に
は
、
高
度
化
研
修
(
fo
rm
atio
n
d
e
p
e
rfe
ctio
n
n
e
m
e
n
t)
と
専
門
化
研
修
(
fo
rm
atio
n
p
ro
fe
ssio
n
n
e
lle)
と
が
含
ま
れ
る
。
以
前
の
制
度
と
異
な
る
点
と
し
て
は
、
高
度
化
研
修
は
新
た
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
専
門
化
研
修
に
つ
い
て
は
、
競
争
試
験
と
専
門
試
験
の
準
備
を
｢
地
方
公
務
員
全
体｣
に
認
め
る
と
い
っ
た
点
、
で
あ
ろ
う
。
高
度
化
研
修
に
つ
い
て
は
雇
用
主
あ
る
い
は
職
員
の
要
求
に
応
じ
て
、
手
続
き
に
沿
っ
た
場
合
は
、
研
修
を
受
講
す
る
た
め
に
日
常
業
務
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
専
門
化
研
修
に
つ
い
て
は
、
公
務
員
制
度
間
の
同
等
性
(

	)
を
確
保
す
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二
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と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
諸
々
の
試
験
の
準
備
期
間
を
確
保
す
る
こ
と
を
定
め
、
こ
れ
を
通
じ
て
、
地
方
公
務
員
と
国
家
公
務
員
の
間
の
移
動
推
進
、
特
に
地
方
公
務
員
が
国
家
公
務
員
組
織
内
で
勤
務
す
る
こ
と
の
推
進
が
目
さ
れ
る
、
と
さ
れ
た
(
)
。
そ
し
て
統
合
研
修
と
専
門
化
研
修
を
義
務
付
け
た
こ
と
、
ま
た
職
員
に
対
し
て
、
高
度
化
研
修
あ
る
い
は
個
人
的
な
研
修
、
競
争
試
験
準
備
の
た
め
の
研
修
に
至
る
ま
で
各
地
方
自
治
体
あ
る
い
は
運
営
セ
ン
タ
ー
(
C
e
n
tre
s
d
e
g
e
stio
n)
に
置
か
れ
て
い
る
人
事
管
理
委
員
会
(
co
m
issio
n
ad
m
in
istrativ
e
p
aritaire)
の
意
見
が
無
く
て
は
二
回
続
け
て
の
研
修
の
拒
否
は
出
来
な
い
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
競
争
試
験
や
専
門
試
験
の
準
備
と
は
、
自
分
の
就
き
た
い
職
の
職
群
や
等
級
を
獲
得
す
る
た
め
の
準
備
を
意
味
し
て
お
り
、
各
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
展
開
に
応
じ
て
用
い
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
職
員
の
勤
務
す
る
地
方
自
治
体
の
雇
用
主
の
合
意
を
得
て
、
そ
の
職
員
が
自
発
的
な
研
修
に
参
加
す
る
場
合
、
勤
務
時
間
外
の
研
修
を
受
け
る
際
に
は
研
修
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
競
争
試
験
や
昇
進
、
昇
任
試
験
へ
の
準
備
期
間
が
各
職
員
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
法
制
化
さ
れ
た
今
次
の
改
正
は
、
職
員
の
主
導
的
な
研
修
へ
の
参
加
推
奨
と
い
う
傾
向
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
(
)
。
更
に
義
務
的
で
継
続
的
な
職
と
定
め
ら
れ
た
職
は
、
補
職
前
の
研
修
と
補
職
さ
れ
た
後
に
必
要
に
応
じ
て
受
講
す
る
｢
職
へ
の
適
応
研
修
(
fo
rm
atio
n
d
’ad
ap
tatio
n

l’e
m
p
lo
i)｣
を
継
続
し
て
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
(
)
。
二
〇
一
〇
年
度
は
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
三
万
三
千
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
研
修
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
七
二
万
人
の
受
講
者
が
あ
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
(
)
。
法と政治 61巻 3号 (2010年 10月)
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年
代
の
地
方
公
務
員
制
度
285
一
三
②
地
方
公
務
員
を
め
ぐ
る
人
事
管
理
協
力
機
関
の
業
務
の
再
配
分
こ
こ
で
は
、
地
方
公
務
員
制
度
を
め
ぐ
る
人
事
管
理
協
力
機
関
へ
の
改
正
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
は
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
の
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
、
運
営
セ
ン
タ
ー
、
の
各
項
目
に
つ
い
て
改
正
を
行
っ
た
。
ま
ず
は
新
し
く
地
方
公
務
員
制
度
の
関
係
会
議
が
内
務
省
下
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
従
来
か
ら
、
公
務
員
の
労
働
条
件
、
給
与
政
策
に
つ
い
て
は
、
公
務
員
省
の
下
、
公
務
員
組
合
組
織
と
の
交
渉
が
行
わ
れ
、
法
的
拘
束
力
は
無
い
が
両
者
の
同
意
署
名
が
な
さ
れ
、
慣
例
的
に
そ
の
内
容
が
公
務
員
全
体
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
地
方
公
務
員
に
関
し
て
も
こ
の
合
意
内
容
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
地
方
自
治
体
政
策
の
管
轄
は
内
務
省
の
下
に
置
か
れ
て
お
り
、
地
方
公
務
員
を
め
ぐ
る
労
働
条
件
、
給
与
に
つ
い
て
、
市
町
村
長
、
県
議
会
議
長
、
州
議
会
議
長
は
じ
め
と
し
た
地
方
議
会
議
員
た
ち
は
、
地
方
議
会
議
員
と
い
う
立
場
を
も
っ
て
こ
れ
ら
の
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
地
方
議
会
議
員
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
議
論
に
地
方
議
会
議
員
と
い
う
肩
書
で
参
加
で
き
、
政
府
に
提
案
を
行
え
る
よ
う
な
地
方
議
会
議
員
た
ち
に
よ
る
会
合
の
設
置
を
求
め
て
き
た
。
そ
こ
で
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
に
お
い
て
、
地
方
公
的
雇
用
主
の
会
議
(


d
e
s
e
m
p
lo
y
e
u
rs
p
u
b
lics
te
rrito
riau
x)
が
新
た
に
内
務
省
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
雇
用
主
(
e
m
p
lo
y
e
u
r)
、
す
な
わ
ち
市
町
村
長
、
県
議
会
議
長
、
州
議
会
議
長
と
い
っ
た
地
方
議
会
議
員
代
表
者
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
(
)
。
た
だ
し
こ
の
会
議
に
は
地
方
公
務
員
労
働
組
合
の
メ
ン
バ
ー
は
含
ま
れ
な
い
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
は
、
賃
金
政
策
及
び
地
方
公
務
員
政
策
の
み
な
ら
ず
地
方
自
治
体
が
雇
用
母
体
と
な
る
よ
う
な
失
業
者
対
策
と
い
っ
た
こ
と
を
含
め
た
地
方
に
お
け
る
公
的
雇
用
(
e
m
p
lo
i
p
u
b
lic
te
rrito
rial)
に
関
す
る
政
策
に
つ
い
て
、
政
府
か
ら
の
諮
問
に
対
し
て
地
方
自
治
体
側
の
代
表
と
し
て
意
見
を
述
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政
府
は
全
地
方
自
治
体
雇
用
主
代
表
者
側
の
唯
一
の
交
渉
相
手
と
し
て
、
こ
の
会
議
を
位
置
づ
け
、
給
与
や
地
方
公
務
員
制
度
に
関
す
る
諮
問
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
政
府
は
そ
の
会
議
の
提
出
す
る
答
申
に
従
う
義
務
は
持
た
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
会
議
を
通
じ
て
、
給
与
政
策
を
含
め
、
地
方
議
会
議
員
た
ち
は
政
府
に
公
式
に
意
見
を
表
明
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
従
来
ど
お
り
、
地
方
議
会
議
員
代
表
者
と
地
方
公
務
員
労
働
組
合
代
表
者
の
同
数
か
ら
構
成
さ
れ
る
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
に
お
い
て
は
、
地
方
公
務
員
の
給
与
に
関
し
て
諮
問
さ
れ
る
義
務
は
持
た
な
い
。
次
に
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
の
業
務
削
減
を
見
て
み
よ
う
。
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
は
、
地
方
公
務
員
全
体
の
統
計
に
つ
い
て
最
新
の
情
報
を
得
た
り
、
資
料
作
成
能
力
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
は
、
地
方
公
務
員
人
事
管
理
組
織
と
そ
の
改
善
に
関
す
る
調
査
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
は
、
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
の
要
求
に
沿
っ
た
情
報
を
、
全
国
の
地
方
自
治
体
や
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
る
権
限
は
継
続
し
て
保
持
す
る
。
そ
こ
で
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
に
お
い
て
は
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
の
管
理
す
る
地
方
公
務
員
の
職
、
職
務
、
能
力
に
関
す
る
研
究
の
範
囲
内
で
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
(
)
。
続
い
て
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
と
運
営
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
人
事
管
理
協
力
機
関
へ
の
改
正
を
見
て
み
よ
う
。
二
〇
一
〇
年
現
在
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
は
本
部
を
パ
リ
に
置
き
、
州
あ
る
い
は
複
数
の
県
に
ま
た
が
る
形
で
そ
の
代
表
部
(


	
)
が
フ
ラ
ン
ス
全
土
に
二
九
、
置
か
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
の
法
令
は
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
と
そ
の
代
表
部
で
実
施
さ
れ
て
い
た
採
用
試
験
を
、
一
部
の
採
用
試
験
を
除
い
て
、
州
間
あ
る
い
は
州
の
運
営
セ
ン
タ
ー
、
県
あ
る
い
は
県
間
の
運
営
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
こ
と
を
定
め
た
の
で
あ
る
(
)
。
そ
し
て
、
運
営
セ
ン
タ
ー
の
管
轄
下
で
約
九
〇
％
の
試
験
が
実
施
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
ま
た
運
営
セ
ン
タ
ー
の
県
間
の
調
整
機
関
と
し
て
、
州
、
あ
る
い
は
複
数
の
州
の
間
に
、
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一
五
調
整
運
営
セ
ン
タ
ー
(
ce
n
tre
d
e
g
e
stio
n
co
o
rd
o
n
n
ate
u
r)
を
採
用
試
験
に
関
す
る
機
関
と
し
て
、
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
調
整
運
営
セ
ン
タ
ー
と
は
、
運
営
セ
ン
タ
ー
間
を
調
整
す
る
た
め
の
全
国
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
代
替
案
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
調
整
運
営
セ
ン
タ
ー
で
は
、
従
来
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
の
試
験
に
つ
い
て
の
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
る
(
)
。
そ
し
て
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
は
、
上
級
幹
部
職
試
験
の
一
部
と
職
員
研
修
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
業
務
は
今
後
、
主
に
職
員
研
修
に
特
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
一
部
研
修
機
関
に
お
け
る
採
用
試
験
が
あ
る
も
の
の
、
試
験
機
関
と
研
修
機
関
の
業
務
の
分
離
と
人
事
管
理
協
力
機
関
の
組
織
再
編
成
が
あ
っ
た
。
こ
の
改
正
の
目
的
に
は
、
受
験
者
は
、
ど
の
試
験
が
ど
こ
で
、
い
つ
行
わ
れ
る
と
い
っ
た
情
報
を
得
に
く
い
状
況
を
改
善
し
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
良
質
な
採
用
の
継
続
的
実
現
が
あ
っ
た
と
い
う
。
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
と
運
営
セ
ン
タ
ー
の
設
立
以
来
、
両
機
関
で
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
職
群
も
入
り
混
じ
っ
た
状
態
で
各
種
試
験
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
各
試
験
の
時
期
が
不
定
期
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
試
験
機
関
を
調
整
す
る
組
織
が
欠
如
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
各
種
試
験
の
実
施
の
状
況
に
関
す
る
二
〇
〇
三
年
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
本
来
、
都
市
独
自
で
任
用
試
験
や
昇
進
昇
任
試
験
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
都
市
を
含
め
て
、
地
方
自
治
体
の
八
〇
％
以
上
は
、
運
営
セ
ン
タ
ー
と
協
定
を
結
ん
で
、
採
用
試
験
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
っ
た
(
)
。
そ
こ
で
、
様
々
な
意
味
に
お
い
て
、
受
験
者
全
員
へ
の
公
正
と
い
っ
た
公
務
員
試
験
へ
の
信
用
性
を
保
障
す
る
た
め
に
、
人
事
管
理
協
力
機
関
を
再
整
備
し
、
地
域
間
で
こ
れ
ら
の
業
務
の
調
整
を
行
え
る
よ
う
な
制
度
設
定
が
模
索
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
少
な
く
と
も
各
県
に
一
つ
設
定
さ
れ
て
お
り
、
試
験
機
関
と
し
て
受
験
者
に
と
っ
て
距
離
的
に
一
番
身
近
で
あ
り
、
ま
た
地
域
の
実
情
を
掴
み
や
す
い
運
営
セ
ン
タ
ー
で
多
く
の
試
験
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
受
験
者
に
と
っ
て
よ
り
公
正
に
試
験
が
行
わ
れ
る
た
め
に
は
望
ま
し
い
と
さ
れ
、
改
正
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
(
)
。
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③
人
口
要
件
の
緩
和
と
公
務
員
の
移
動
要
件
の
見
直
し
こ
こ
で
は
ま
ず
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
に
よ
る
職
群
設
定
に
関
す
る
人
口
要
件
緩
和
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
、
職
群
の
設
定
が
、
人
口
要
件
に
依
拠
す
る
為
、
特
に
市
町
村
の
間
で
は
、
人
材
獲
得
の
機
会
に
偏
り
が
あ
る
と
常
に
批
判
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
こ
の
人
口
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
で
、
対
応
策
と
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
町
村
で
の
出
向
ポ
ス
ト
の
人
口
要
件
の
緩
和
が
行
わ
れ
、
市
町
村
の
事
務
総
長
(
d
ire
cte
u
r



d
e
s
se
rv
ice
s)
及
び
事
務
総
長
補
佐
(
d
ire
cte
u
r



ad
jo
in
t
d
e
s
s e
rv
ice
s)
に
つ
い
て
は
人
口
三
千
五
百
人
以
上
か
ら
人
口
二
千
人
以
上
に
、
市
町
村
の
技
術
総
局
長
及
び
技
術
部
長
(
d
ire
cte
u
r
d
e
s
se
rv
ice
s
te
ch
n
iq
u
e
s)
は
人
口
二
万
人
以
上
か
ら
一
万
人
以
上
へ
と
変
更
さ
れ
、
そ
の
人
口
要
件
を
引
き
下
げ
た
。
す
な
わ
ち
地
方
公
務
員
制
度
に
お
い
て
は
、
首
長
に
よ
る
上
級
幹
部
職
の
直
接
採
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
改
正
は
、
そ
の
ポ
ス
ト
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
よ
り
幅
広
い
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
首
長
の
指
名
す
る
能
力
あ
る
職
員
を
雇
用
す
る
状
況
の
創
出
が
予
定
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
が
、
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
に
お
け
る
職
員
移
動
に
関
連
す
る
項
目
、
そ
し
て
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
に
お
け
る
特
別
併
任
(
m
ise
s

la
d
isp
o
sitio
n)
に
新
た
な
定
義
を
与
え
た
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
(
)
。
す
な
わ
ち
｢
研
修｣
充
実
策
の
一
環
と
し
て
、
各
人
の
キ
ャ
リ
ア
展
開
に
応
じ
て
の
職
員
の
移
動
が
推
進
さ
れ
る
と
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
各
職
員
の
職
業
訓
練
の
機
会
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
方
公
務
員
の
能
力
の
向
上
を
促
そ
う
と
す
る
先
の
｢
生
涯
を
通
じ
た
職
業
研
修｣
の
概
念
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
(
)
。
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
に
は
、
そ
こ
に
は
公
務
員
制
度
間
の
特
別
併
任
が
制
度
化
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
七
月
一
日
以
降
、
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
、
病
院
公
務
員
の
各
制
度
間
で
の
職
員
移
動
を
容
易
に
す
る
よ
う
、
配
慮
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
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一
七
の
背
景
に
は
、
従
来
の
特
別
併
任
に
お
け
る
公
務
員
の
移
動
は
、
国
家
公
務
員
が
地
方
自
治
体
に
勤
務
す
る
際
に
用
い
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
地
方
公
務
員
は
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
に
し
か
認
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
に
変
化
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
(
)
。
今
後
は
、
国
あ
る
い
は
地
方
自
治
体
の
政
策
を
実
施
す
る
場
合
に
、
特
別
併
任
の
対
象
と
な
る
公
務
員
の
同
意
と
共
に
、
他
の
地
方
自
治
体
、
国
の
行
政
機
関
、
私
法
上
の
組
織
に
対
し
て
の
特
別
併
任
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
来
は
、
国
の
事
務
事
業
だ
っ
た
も
の
が
地
方
自
治
体
の
事
務
と
な
り
、
そ
の
事
務
の
た
め
に
一
時
的
に
地
方
自
治
体
に
勤
務
す
る
場
合
に
お
い
て
、
国
家
公
務
員
は
関
係
省
ア
レ
テ
と
受
け
入
れ
地
方
自
治
体
の
協
定
に
基
づ
い
て
、
特
別
併
任
を
用
い
て
き
た
。
し
か
し
二
〇
〇
七
年
の
改
正
に
よ
っ
て
、
地
方
公
務
員
、
病
院
公
務
員
も
ま
た
特
別
併
任
と
い
う
か
た
ち
で
中
央
の
機
関
で
勤
務
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
、
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
、
病
院
公
務
員
の
三
者
の
間
で
、
特
別
併
任
の
促
進
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
新
た
な
人
材
を
雇
う
と
い
っ
た
人
件
費
に
予
算
を
割
く
こ
と
が
難
し
い
自
治
体
に
お
い
て
、
必
要
と
す
る
技
術
を
習
得
で
き
る
よ
う
、
職
員
を
、
国
あ
る
い
は
病
院
の
関
係
機
関
に
特
別
併
任
を
促
す
こ
と
で
、
自
治
体
運
営
に
必
要
な
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
特
定
の
技
術
取
得
の
必
要
性
(
q
u
alificatio
n
te
ch
n
iq
u
e


)
が
あ
る
場
合
に
は
、
私
企
業
へ
も
特
別
併
任
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
原
則
に
従
っ
て
地
方
公
務
員
の
特
別
併
任
が
拡
大
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
(
)
。
こ
れ
は
約
五
万
の
国
家
公
務
員
が
、
国
家
公
務
員
の
身
分
を
占
め
な
が
ら
、
地
方
自
治
体
に
出
向
と
い
う
形
で
就
業
し
、
就
業
先
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
実
態
が
あ
っ
た
こ
と
へ
の
対
応
と
も
言
わ
れ
る
。
出
向
形
式
で
国
家
公
務
員
を
雇
う
こ
と
の
出
来
る
地
方
自
治
体
と
は
、
人
件
費
に
財
源
を
割
く
こ
と
の
で
き
る
比
較
的
予
算
に
余
裕
の
あ
る
自
治
体
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
技
術
的
な
問
題
で
国
家
公
務
員
を
雇
用
し
た
い
が
、
資
金
面
で
そ
れ
が
適
わ
ず
、
必
要
な
職
員
を
雇
う
こ
と
の
出
来
な
い
市
町
村
を
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生
み
出
し
、
人
材
能
力
を
獲
得
す
る
機
会
が
地
方
自
治
体
間
で
平
等
で
な
い
と
の
問
題
点
を
生
む
要
因
と
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
今
後
は
、
地
方
公
務
員
に
も
国
の
機
関
へ
の
特
別
併
任
を
認
め
、
地
方
公
務
員
の
能
力
向
上
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
そ
の
対
応
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
三
公
務
員
制
度
の
平
等
性
か
ら
し
て
国
家
公
務
員
の
特
別
併
任
も
ま
た
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
は
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
業
務
は
国
の
業
務
と
は
十
分
に
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
は
い
る
が
、
地
方
自
治
体
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
っ
て
勤
務
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
展
開
が
注
目
さ
れ
る
。
更
に
は
、
公
務
員
制
度
に
お
け
る
移
動
と
専
門
化
行
程
に
関
す
る
二
〇
〇
九
年
八
月
三
日
法
(
lo
i
n

2
0
0
9
97
2
d
u
3


re
lativ
e

la

	
	
e
t
au
x
p
arco
u
rs
p
ro
fe
ssio
n
n
e
ls
d
an
s
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e)
で
は
、
直
接
統
合
(
	

	
d
ire
cte)
の
創
設
と
移
動
に
関
す
る
権
利
の
認
証
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
(
)
。
こ
の
法
律
で
は
公
務
員
制
度
間
の
移
動
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
職
団
及
び
職
群
全
体
に
出
向
(



)
を
認
め
た
。
ま
た
地
方
自
治
体
が
出
向
し
て
き
た
職
員
に
五
年
を
越
え
て
勤
務
し
て
欲
し
い
場
合
は
、
本
人
及
び
関
係
機
関
の
合
意
の
下
、
地
方
公
務
員
へ
の
統
合
の
権
利
が
あ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
地
方
公
務
員
の
五
五
の
特
定
の
職
群
に
限
っ
て
出
向
あ
る
い
は
統
合
に
つ
い
て
の
条
件
が
課
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
職
員
移
動
に
つ
い
て
の
罰
則
に
つ
い
て
記
し
て
お
こ
う
。
初
任
者
研
修
の
終
わ
っ
た
直
後
の
正
規
職
員
が
、
初
任
者
研
修
を
受
け
た
地
方
自
治
体
か
ら
、
就
業
条
件
の
よ
り
良
い
地
方
自
治
体
を
求
め
て
移
動
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
罰
金
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
従
来
は
、
地
方
自
治
体
が
そ
の
職
員
に
研
修
費
を
費
や
し
て
も
、
そ
の
職
員
が
研
修
を
終
え
、
地
方
公
務
員
と
し
て
正
式
任
用
さ
れ
た
後
に
、
異
な
る
地
方
自
治
体
へ
移
動
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
何
の
罰
則
も
無
か
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
で
は
、
採
用
通
知
を
受
け
て
三
ヵ
年
の
間
は
、
採
用
自
治
体
を
離
れ
る
場
合
は
、
移
動
す
る
職
員
の
受
け
入
れ
自
治
体
が
、
職
員
が
離
れ
た
自
治
体
に
対
し
て
、
補
償
金
を
支
払
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
(
)
。
こ
こ
か
ら
一
定
の
規
則
を
通
じ
た
節
度
あ
る
職
員
移
動
の
推
奨
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一
九
と
い
っ
た
方
針
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
(
３)
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
と
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
に
よ
る
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
改
正
の
特
徴
こ
こ
で
改
め
て
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
と
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
と
こ
れ
ら
法
令
に
関
連
し
た
地
方
公
務
員
制
度
改
正
の
特
徴
に
つ
い
て
記
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
の
法
令
は
、
地
方
分
権
化
政
策
と
並
行
し
て
の
改
正
で
あ
っ
た
こ
と
、
地
方
公
務
員
の
能
力
向
上
推
進
策
、
国
家
公
務
員
が
地
方
自
治
体
で
勤
務
す
る
際
に
障
害
と
な
る
項
目
の
削
減
、
地
方
公
務
員
が
国
家
公
務
員
の
ポ
ス
ト
に
就
く
機
会
増
大
の
保
障
、
と
い
っ
た
改
正
を
め
ぐ
っ
て
複
数
の
目
的
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
二
〇
〇
七
年
の
改
正
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正
に
お
い
て
見
ら
れ
た
特
徴
、
す
な
わ
ち
、
大
統
領
選
と
い
っ
た
重
要
選
挙
前
に
際
し
て
地
方
公
務
員
制
度
全
体
に
つ
い
て
、
限
ら
れ
た
論
点
に
つ
い
て
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
地
方
自
治
体
の
実
情
を
重
視
し
て
、
地
方
公
務
員
制
度
運
営
に
お
け
る
地
方
議
会
議
員
の
権
限
伸
張
と
地
方
公
務
員
の
キ
ャ
リ
ア
展
開
の
充
実
を
併
せ
た
改
正
で
あ
っ
た
こ
と
、
と
い
っ
た
点
も
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
(
)
。
更
に
は
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
と
運
営
セ
ン
タ
ー
の
間
で
権
限
の
再
配
分
が
行
わ
れ
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
が
研
修
機
関
と
し
て
主
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
、
そ
し
て
地
方
自
治
体
に
距
離
的
に
身
近
な
機
関
で
あ
る
運
営
セ
ン
タ
ー
に
試
験
業
務
が
大
幅
に
権
限
移
譲
さ
れ
る
な
ど
、
人
事
管
理
協
力
機
関
の
権
限
再
配
分
を
伴
う
改
正
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
地
方
自
治
体
の
実
情
に
合
わ
せ
た
改
正
で
あ
り
、
ま
た
地
方
公
務
員
組
織
内
の
地
方
分
散
が
見
ら
れ
る
と
い
う
点
も
以
前
の
改
正
よ
り
見
ら
れ
た
特
徴
で
あ
っ
た
。
更
に
は
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
に
よ
っ
て
新
た
に
設
け
ら
れ
た
地
方
公
的
雇
用
者
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
制
度
運
営
に
お
け
る
地
方
議
会
議
員
の
権
限
伸
張
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
会
議
は
地
方
議
会
議
員
代
表
者
の
み
が
参
加
す
る
会
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〇
議
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
地
方
公
務
員
の
代
表
者
は
参
加
出
来
な
い
な
ど
、
地
方
議
会
議
員
と
地
方
公
務
員
の
代
表
者
の
間
で
の
人
事
運
営
に
関
す
る
権
限
の
差
異
を
改
め
て
提
示
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
地
方
公
務
員
の
キ
ャ
リ
ア
展
開
の
充
実
に
繋
が
る
制
度
改
正
が
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
こ
こ
で
改
め
て
二
〇
〇
七
年
の
改
正
に
お
い
て
は
、｢
生
涯
を
通
じ
た
職
業
研
修
の
権
利｣
を
公
務
員
制
度
全
体
に
対
し
て
定
め
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
み
よ
う
。｢
生
涯
を
通
じ
た
職
業
研
修｣
と
い
う
概
念
で
は
、
職
員
は
研
修
を
受
け
る
権
利
を
持
つ
と
い
う
従
来
の
発
想
に
加
え
て
、
職
員
に
一
部
研
修
に
つ
い
て
は
研
修
を
受
け
る
｢
義
務｣
が
あ
る
と
も
定
義
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
一
定
の
手
続
き
は
必
要
と
さ
れ
る
も
の
の
、
職
員
に
研
修
を
受
け
る
機
会
を
確
保
さ
せ
、
更
に
は
そ
の
機
会
を
増
加
さ
せ
る
、
と
の
方
向
性
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
こ
の
権
利
に
基
づ
い
て
、
研
修
の
充
実
策
の
一
つ
と
し
て
、
特
別
併
任
や
出
向
と
い
っ
た
公
務
員
制
度
間
で
の
移
動
の
改
正
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
お
け
る
職
員
移
動
に
つ
い
て
の
一
連
の
改
正
は
、
地
方
公
務
員
が
他
の
公
務
員
制
度
と
の
間
で
、
特
別
併
任
や
出
向
を
通
じ
て
職
員
の
移
動
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
な
改
正
と
な
っ
て
お
り
、
国
家
公
務
員
同
様
、
地
方
公
務
員
も
別
の
公
務
員
専
用
の
ポ
ス
ト
に
就
く
機
会
が
保
障
さ
れ
た
と
い
う
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
展
開
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
と
も
言
え
る
。
そ
こ
で
シ
ュ
ラ
メ
ッ
ク
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
で
述
べ
た
｢
一
貫
性｣
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
が
国
家
公
務
員
と
同
等
の
権
利
義
務
を
獲
得
維
持
し
、
国
家
公
務
員
制
度
と
同
等
の
制
度
運
用
を
確
立
す
る
と
い
っ
た
地
方
公
務
員
制
度
改
正
の
指
向
性
を
持
つ
と
の
議
論
と
も
関
連
す
る
。
す
な
わ
ち
一
九
八
〇
年
代
の
地
方
公
務
員
制
度
創
設
時
に
お
い
て
は
、
国
家
公
務
員
制
度
と
地
方
公
務
員
制
度
の
権
利
義
務
上
及
び
制
度
運
営
上
の
同
等
性
(
)
を
確
保
充
実
す
る
と
の
点
と
、
地
方
自
治
体
の
地
域
性
に
合
わ
せ
た
制
度
運
営
と
い
う
認
識
に
起
因
す
る
特
殊
性
(
	)
と
い
う
点
、
こ
の
二
つ
の
方
向
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二
一
性
を
中
心
に
議
論
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
国
家
公
務
員
制
度
と
の
同
等
性
は
一
定
程
度
確
保
さ
れ
な
が
ら
も
、
地
域
の
特
殊
性
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
運
用
と
い
っ
た
地
方
公
務
員
制
度
特
有
の
運
営
方
針
の
確
立
維
持
と
い
っ
た
状
況
に
落
ち
着
く
。
そ
こ
に
は
地
域
独
特
の
状
況
を
許
容
出
来
る
地
方
公
務
員
制
度
と
い
っ
た
機
能
上
の
特
性
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
公
務
員
制
度
間
の
差
異
、
相
違
の
存
在
を
あ
る
程
度
認
め
な
が
ら
も
そ
れ
は
大
き
な
差
異
や
相
違
で
は
な
い
と
い
っ
た
公
務
員
制
度
と
し
て
の
一
貫
性
あ
る
制
度
運
用
と
い
っ
た
方
向
性
が
選
択
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
改
め
て
二
〇
〇
七
年
の
法
律
に
基
づ
く
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
改
正
を
見
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
例
え
ば
人
事
管
理
協
力
機
関
の
再
編
成
等
、
地
方
公
務
員
制
度
の
特
性
の
伸
張
に
繋
が
る
よ
う
な
改
正
点
は
も
ち
ろ
ん
存
在
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
公
務
員
制
度
間
で
の
職
員
の
移
動
に
関
し
て
等
、
公
務
員
制
度
間
の
同
等
性
と
い
っ
た
内
容
を
も
含
め
な
が
ら
、
公
務
員
制
度
全
体
を
見
通
し
て
の
制
度
運
営
の
一
貫
性
を
更
に
充
実
さ
せ
る
と
い
っ
た
特
徴
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
の
視
点
を
も
っ
て
他
の
改
正
点
を
見
る
な
ら
ば
、
職
群
の
設
定
に
関
わ
る
人
口
要
件
の
緩
和
も
、
地
方
自
治
体
の
実
情
に
沿
っ
た
制
度
運
用
を
目
指
し
た
改
正
で
は
あ
る
も
の
の
、
地
方
自
治
体
間
の
職
員
獲
得
の
差
異
を
縮
小
し
て
い
こ
う
と
の
意
図
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
地
方
公
務
員
制
度
と
し
て
の
一
貫
性
を
鑑
み
た
改
正
で
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
改
正
か
ら
見
え
る
こ
と
と
は
、
職
と
し
て
の
公
務
員
は
キ
ャ
リ
ア
展
開
の
段
階
に
応
じ
た
人
材
育
成
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
目
指
し
た
職
業
訓
練
シ
ス
テ
ム
の
整
備
構
築
を
制
度
と
し
て
目
指
す
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
は
、
地
方
公
務
員
と
い
う
職
の
能
力
維
持
と
向
上
を
地
方
の
事
情
に
即
し
た
シ
ス
テ
ム
の
中
で
行
う
こ
と
、
ま
た
一
方
で
そ
れ
を
公
務
員
制
度
全
体
の
視
点
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
を
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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二
二
三
、
サ
ル
コ
ジ
政
権
下
に
お
け
る
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
検
討
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
二
〇
〇
一
年
の
予
算
組
織
法
(
la
lo
i
o
rg
an
iq
u
e
re
lativ
e
au
x
lo
is
d
e
fin
an
ce
s)
と
い
っ
た
包
括
的
業
績
評
価
を
取
り
入
れ
た
予
算
編
成
過
程
の
効
率
化
に
着
手
す
る
な
ど
、
財
政
の
持
続
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
た
予
算
編
成
、
ま
た
歳
出
の
効
率
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。
二
〇
〇
七
年
五
月
の
大
統
領
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
サ
ル
コ
ジ
も
ま
た
、
歳
出
の
削
減
、
そ
れ
と
同
時
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維
持
向
上
を
目
指
し
、
財
政
赤
字
と
債
務
削
減
と
い
う
問
題
と
行
政
活
動
へ
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
き
た
。
大
統
領
選
挙
運
動
期
間
中
、
サ
ル
コ
ジ
(
N
ico
las
S
ark
o
zy)
は
『
も
っ
と
稼
ぐ
た
め
に
も
っ
と
働
く』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
三
五
時
間
制
の
見
直
し
、
公
共
部
門
の
更
な
る
改
革
と
し
て
行
政
組
織
へ
の
再
検
討
と
い
っ
た
公
務
員
の
人
数
削
減
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
再
編
を
訴
え
た
。
そ
し
て
大
統
領
と
な
っ
た
サ
ル
コ
ジ
は
公
約
に
沿
う
と
し
て
、
首
相
で
あ
る
フ
ィ
ロ
ン
(


F
illo
n)
と
の
連
携
の
下
、
公
務
員
制
度
に
関
し
て
は
、
国
家
公
務
員
数
の
削
減
、
年
金
制
度
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
(
)
。
一
連
の
政
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
二
〇
〇
七
年
七
月
よ
り
、
大
統
領
の
下
に
大
臣
委
員
会
で
あ
る
公
共
政
策
近
代
化
委
員
会
(
C
o
n
se
il
d
e
la
m
o
d
e
rn
isatio
n
d
e
s
p
o
litiq
u
e
s
p
u
b
liq
u
e
s)
が
設
置
さ
れ
、
Ｒ
Ｇ
Ｐ
Ｐ
(	








d
e
s
p
o
litiq
u
e
s
p
u
b
liq
u
e
s
―
公
共
政
策
へ
の
全
体
的
再
検
討)
と
題
し
た
行
政
活
動
の
総
合
的
見
直
し
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た
(
)
。
そ
こ
で
は
、
公
共
事
業
を
利
用
す
る
市
民
の
た
め
に
公
共
事
業
の
質
を
改
善
す
る
こ
と
、
歳
出
削
減
、
公
務
員
制
度
の
近
代
化
と
職
員
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
引
き
出
す
こ
と
、
を
目
標
に
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
そ
も
そ
も
Ｒ
Ｇ
Ｐ
Ｐ
と
は
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
四
日
に
提
出
さ
れ
た
ペ
ベ
ロ
ー
(
M
ich
e
l


)
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
の
財
政
赤
字
に
つ
い
て
の
報
告
書
の
流
れ
を
受
け
た
も
の
で
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二
三
あ
る
と
い
う
。
二
〇
〇
七
年
六
月
二
〇
日
の
大
臣
会
議
及
び
二
〇
〇
七
年
七
月
一
〇
日
の
首
相
で
あ
る
フ
ィ
ロ
ン
に
よ
る
発
表
に
よ
れ
ば
、
発
表
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
六
六
％
を
占
め
る
負
債
へ
の
対
応
の
た
め
に
、
行
政
事
務
の
財
務
上
の
効
率
化
を
図
る
必
要
性
が
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
(
)
。
そ
し
て
カ
ナ
ダ
の
財
政
赤
字
削
減
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
公
務
員
の
削
減
の
実
例
を
事
例
と
し
て
提
示
し
、
財
政
の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
Ｒ
Ｇ
Ｐ
Ｐ
着
手
の
理
由
の
一
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
)
。
そ
れ
に
加
え
て
、
行
政
上
の
手
続
き
の
簡
素
化
、
行
政
の
電
子
化
、
行
政
管
理
の
質
の
向
上
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
進
展
、
国
の
組
織
を
地
方
へ
移
転
す
る
こ
と
の
推
進
、
人
材
管
理
の
高
度
化
、
が
見
直
し
の
対
象
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
複
数
の
法
令
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
公
共
部
門
へ
の
見
直
し
は
、
国
家
公
務
員
に
関
連
す
る
検
討
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
影
響
が
地
方
公
務
員
制
度
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
改
革
の
対
象
が
国
の
出
先
機
関
の
運
営
手
法
を
も
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
公
役
務
と
い
う
概
念
へ
の
再
検
討
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
特
に
公
役
務
を
め
ぐ
っ
て
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
一
七
日
に
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
評
定
官
の
シ
リ
カ
ニ
(
Je
an
-L
u
d
o
v
ic
S
ilican
i)
に
よ
る
｢
公
務
員
制
度
の
未
来
に
関
す
る
白
書
(
L
e
L
iv
re
B
lan
c
su
r
l’av
e
n
ir
d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e)｣
が
提
出
さ
れ
て
い
る
(
)
。
報
告
書
に
お
い
て
は
、
従
来
は
フ
ラ
ン
ス
モ
デ
ル
と
し
て
公
役
務
(
se
rv
ice
p
u
b
lic)
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
国
内
の
団
結
(
)
の
要
因
の
鍵
と
し
て
存
在
し
て
き
た
が
、
現
在
は
公
役
務
に
対
し
て
新
た
な
意
義
と
規
模
を
持
た
せ
て
そ
の
近
代
化
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
、
と
記
す
。
ま
た
報
告
書
の
中
で
地
方
公
務
員
制
度
を
め
ぐ
っ
て
の
対
応
策
と
し
て
、
公
共
部
門
の
範
囲
と
地
方
自
治
体
の
役
割
の
再
定
義
、
大
量
退
職
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
地
方
自
治
体
の
人
的
資
源
の
大
量
の
入
れ
替
わ
り
、
行
政
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
近
代
化
、
市
民
へ
の
奉
仕
へ
の
見
直
し
、
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
公
役
務
へ
の
検
討
は
、
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
再
考
に
も
繋
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
)
。
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四
し
か
し
こ
の
よ
う
な
公
役
務
の
見
直
し
と
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
再
検
討
に
繋
が
り
か
ね
な
い
議
論
の
流
れ
に
つ
い
て
批
判
的
な
意
見
は
存
在
す
る
。
二
〇
〇
七
年
一
一
月
二
一
日
、
公
務
員
社
会
信
用
金
庫
(


S
o
cial
d
e
s
F
o
n
ctio
n
n
aire
s)
の
会
合
に
出
席
し
た
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
代
表
で
あ
る
社
会
党
の
デ
ュ
ロ
シ
ー
(
B
e
rn
ard
D
e
ro
sie
r)
は
、
公
役
務
の
再
定
義
は
民
営
化
促
進
と
い
っ
た
議
論
へ
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
(
)
。
ま
た
公
務
員
制
度
間
の
移
動
が
推
進
さ
れ
、
国
家
公
務
員
の
身
分
移
管
や
移
動
を
地
方
自
治
体
が
大
量
に
受
け
入
れ
る
よ
う
な
事
態
と
な
っ
た
場
合
を
想
定
す
れ
ば
、
従
来
、
地
方
公
務
員
の
行
っ
て
き
た
業
務
を
国
家
公
務
員
に
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
が
あ
る
こ
と
も
同
じ
く
示
す
の
で
あ
る
。
四
、
お
わ
り
に
本
稿
に
お
い
て
は
主
に
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
と
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
に
基
づ
く
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
改
正
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
一
連
の
改
正
で
は
、
地
方
分
権
化
政
策
に
対
応
す
る
た
め
に
優
秀
な
地
方
公
務
員
の
採
用
と
能
力
育
成
を
目
指
す
こ
と
を
制
度
整
備
ま
で
含
め
た
大
き
な
流
れ
を
形
成
し
て
い
る
。
例
え
ば
人
事
管
理
協
力
機
関
の
業
務
再
配
分
と
い
っ
た
研
修
に
関
す
る
制
度
を
具
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
二
〇
〇
七
年
の
法
律
が
、
私
法
上
の
給
与
生
活
者
に
関
す
る
職
業
研
修
に
関
す
る
法
律
で
あ
る
二
〇
〇
四
年
五
月
四
日
法
に
対
応
す
る
形
で
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
地
方
公
務
員
の
研
修
環
境
充
実
を
定
め
た
一
連
の
改
正
は
、
社
会
の
中
で
の
職
業
と
し
て
地
方
公
務
員
と
い
う
地
位
の
安
定
維
持
を
図
る
と
い
う
目
的
を
充
た
す
た
め
に
定
め
ら
れ
た
と
も
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
何
故
な
ら
一
連
の
改
正
に
よ
る
制
度
整
備
は
、
能
力
を
持
っ
た
人
物
を
地
方
公
務
員
と
い
う
職
に
興
味
を
持
た
せ
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
地
方
公
務
員
の
能
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
家
公
務
員
が
地
方
自
治
体
で
勤
務
す
る
機
会
増
加
に
対
応
す
る
こ
と
、
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五
更
に
こ
れ
ら
の
点
と
も
関
連
す
る
が
、
将
来
予
測
さ
れ
て
い
る
地
方
公
務
員
の
人
材
不
足
問
題
に
対
し
て
、｢
研
修｣
と
い
う
形
で
様
々
な
方
策
で
打
ち
出
し
、
制
度
整
備
す
る
こ
と
で
対
応
す
る
と
の
方
向
性
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
す
な
わ
ち
公
務
員
制
度
間
で
の
職
員
移
動
の
効
果
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
が
移
動
す
る
こ
と
を
通
じ
て
自
身
の
能
力
獲
得
へ
の
期
待
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
過
程
を
各
人
の
キ
ャ
リ
ア
展
開
上
の
研
修
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
、
更
に
は
将
来
、
地
方
公
務
員
の
人
材
不
足
問
題
へ
の
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
職
員
の
移
動
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
、
と
い
っ
た
点
は
興
味
深
い
。
地
方
公
務
員
に
と
っ
て
は
、
特
別
併
任
を
用
い
て
も
国
家
公
務
員
の
ポ
ス
ト
に
就
く
事
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
キ
ャ
リ
ア
展
開
上
の
能
力
獲
得
の
可
能
性
を
拡
大
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
国
家
公
務
員
に
と
っ
て
は
、
出
向
や
特
別
併
任
あ
る
い
は
地
方
公
務
員
と
し
て
身
分
の
変
化
の
伴
う
直
接
統
合
と
い
っ
た
よ
う
に
、
従
来
よ
り
も
地
方
自
治
体
で
勤
務
す
る
選
択
肢
の
詳
細
が
定
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
項
目
が
地
方
自
治
体
運
営
お
よ
び
地
方
自
治
体
に
お
け
る
公
務
員
人
事
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
に
つ
い
て
は
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
今
後
、
地
方
公
務
員
が
国
家
公
務
員
の
ポ
ス
ト
で
勤
務
す
る
機
会
が
増
加
す
る
こ
と
と
同
様
に
、
国
家
公
務
員
も
ま
た
何
ら
か
の
形
式
を
持
っ
て
、
地
方
自
治
体
で
勤
務
す
る
機
会
も
持
続
的
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
元
来
は
地
方
公
務
員
が
就
い
て
い
た
職
に
国
家
公
務
員
が
雇
用
さ
れ
る
と
い
っ
た
機
会
増
大
に
も
繋
が
る
こ
と
も
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
最
後
に
本
稿
に
お
い
て
記
す
に
至
ら
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
本
稿
に
お
い
て
は
主
に
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正
に
至
る
ま
で
の
政
党
別
の
論
点
の
相
違
や
各
者
の
交
渉
と
い
っ
た
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
本
稿
で
述
べ
た
点
以
外
で
も
公
務
員
制
度
を
め
ぐ
っ
て
は
議
論
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
公
務
員
の
年
金
制
度
改
革
、
労
働
組
合
活
動
と
の
関
係
性
、
と
い
っ
た
地
方
公
務
員
制
度
上
、
重
要
な
論
点
を
取
り
上
げ
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
労
使
交
渉
刷
新
に
関
す
る
二
〇
一
〇
年
七
月
五
日
法
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d
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で
は
、
労
働
組
合
内
の
代
表
者
選
挙
の
条
件
改
正
に
至
っ
て
い
る
(
)
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
へ
の
検
討
を
行
う
こ
と
を
次
稿
へ
の
課
題
と
し
、
地
方
公
務
員
制
度
及
び
そ
の
展
開
に
係
る
政
治
的
背
景
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
、
検
討
を
深
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
(
)
現
行
の
地
方
公
務
員
制
度
は
、
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員
で
共
通
の
権
利
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た
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lle
ctiv
ite
s-in
v
ite
e
s-a-su
iv
re
-le
x
e
m
p
le
-d
e
-le
tat-e
n
-m
atie
re
-d
e
re
d
u
ctio
n
-d
%
e
2
%
8
0
%
9
9
e
m
p
lo
is
/
(
)
政
府
報
告
書
と
は
二
〇
〇
〇
年
の
モ
ー
ロ
ア
(
P
ie
rre
M
au
ro
y)
を
議
長
と
し
た
地
方
分
権
の
未
来
委
員
会
の
政
府
報
告
書
を
指
す
。C
o
m
m
issio
n
p
o
u
r
l’av
e
n
ir
d
e
la






R
efon
d
er
l’a
ction
p
u
b
liqu
e
loca
le
:
ra
p
p
ort
a
u
P
rem
ier
m
in
istre
[
e
n
lig
n
e]
.
P
aris
:
L
a
D
o
cu
m
e
n
tatio
n

 
!
2
0
0
0
[
d
u
1
9
av
ril
2
0
0
9]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://le
srap
p
o
rts.
lad
o
cu
m
e
n
tatio
n
fran
caise
.fr
/B
R
P
/0
0
4
0
0
1
8
1
2
/0
0
0
0
.p
d
f
(
)
"



d
u
b
u
d
g
e
t,
d
e
s
co
m
p
te
s
p
u
b
liq
u
cs
e
t
d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
.
R
a
p
p
ort
a
n
n
u
el
su
r
#
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
:
F
a
its
et
ch
iffres
2
0
0
8

2
0
0
9
vol.
1
[
e
n
lig
n
e]
.
L
a
d
o
cu
m
e
n
tatio
n

 !
P
aris,
2
0
0
9
.
p
.
3
1
[
d
u
2
3
m
ars
2
0
1
0]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://le
srap
p
o
rts.lad
o
cu
m
e
n
tatio
n
fran
caise
.fr
/B
R
P
/0
9
4
0
0
0
4
9
0
/0
0
0
0
.p
d
f
(
)
一
九
九
六
年
一
〇
月
一
六
日
法
、
す
な
わ
ち
｢
若
年
者
雇
用
の
た
め
の
諸
活
動
の
開
発
に
関
す
る
法
律
(
lo
i
re
lativ
e
au


$

%
%

&




'$


p
o
u
r
l’e
m
p
lo
i
d
e
s
je
u
n
e
s)｣
と
は
、
①
公
的
部
門
で
五
年
の
間
に
三
五
万
人
の
若
年
者
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
、
②
仕
事
の
内
容
は
、
市
民
に
身
近
な
社
会
生
活
、
教
育
、
環
境
、
安
全
な
ど
の
分
野
に
関
す
る
新
た
な
受
容
、
あ
る
い
は
不
足
し
て
い
た
人
員
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
と
す
る
こ
と
、
③
原
則
と
し
て
一
八
歳
か
ら
二
六
歳
ま
で
の
若
年
者
を
五
年
間
の
私
的
契
約
で
雇
用
し
、
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
(
salaire
m
in
im
u
m
in
te
rp
ro
fe
ssio
n
n
e
l
d
e
cro
issan
ce
―
全
産
業
一
律
ス
ラ
イ
ド
制
最
低
賃
金)
以
上
の
賃
金
を
支
払
う
こ
と
、
④
使
用
者
は
、
非
営
利
団
体
(
asso
ciatio
n)
、
地
方
自
治
体
、
公
施
設
法
人
、
国
の
警
察
組
織
(
内
務
省)
等
で
あ
る
こ
と
、
⑤
若
年
者
の
職
を
創
設
し
、
支
払
っ
た
給
与
の
う
ち
、
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
八
〇
％
相
当
分
を
国
が
使
用
者
に
補
助
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
(
)
労
働
時
間
の
短
縮
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
一
年
七
月
一
二
日
の
デ
ク
レ
(
2
0
0
1
62
3)
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
二
年
一
月
以
降
の
勤
務
時
間
の
新
し
い
設
定
、
す
な
わ
ち
公
務
員
の
週
三
五
時
間
労
働
制
が
設
定
さ
れ
た
。
(
)
こ
れ
は
二
〇
〇
四
年
五
月
四
日
法
、
す
な
わ
ち
私
法
上
の
給
与
生
活
者
に
関
す
る
職
業
研
修
(
la
fo
rm
atio
n
p
ro
fe
ssio
n
n
e
lle
p
o
u
r
法と政治 61巻 3号 (2010年 10月)
論
説
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二
八
le
s


d
e
d
ro
it


)
に
つ
い
て
の
改
革
に
対
応
す
る
形
で
行
わ
れ
た
改
正
で
も
あ
っ
た
。
(
)
S
A
L
O
N
S
e
rg
e
,
S
A
V
IG
N
A
C
Je
an
-C
h
arle
s
e
t
D
E
G
A
U
D
E
M
O
N
T
C
h
riste
lle
.
C
od
e
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e-	






	

D
allo
z,
2
0
1
0
,
p
.
9
6
7
.
(
)
一
九
九
八
年
の
シ
ュ
ワ
ル
ツ
に
よ
る
内
務
省
と
公
務
員
・
国
家
改
革
・
地
方
分
権
化
大
臣
宛
て
の
報
告
書
｢
地
方
職
員
に
お
け
る
採
用
、
研
修
、
キ
ャ
リ
ア
展
開
に
関
す
る
報
告
書｣
に
お
い
て
は
人
口
要
件
の
緩
和
、
地
方
自
治
体
で
勤
務
し
た
職
歴
を
持
つ
者
を
優
先
的
に
採
用
す
る
こ
と
の
提
案
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
と
運
営
セ
ン
タ
ー
間
の
権
限
の
調
整
等
を
主
張
し
て
い
る
。S
C
H
W
A
R
T
Z




.
R
a
p
p
ort
su
r
le
recru
tem
en
t,
la
form
a
tion
et
le




	

d
e


d
es
a
gen
ts
territoria
u
x
a
u
M
in
istre
d
e
	



et
a
u
M
in
istre
d
e
la
F
on
ction
P
u
b
liqu
e,
d
e
la




d
e
l’E
ta
t
et
d
e
la
 

	
!	
[
e
n
lig
n
e]
.
1
9
9
8
["
d
u
3
se
p
te
m
b
re
2
0
1
0]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.u
n
ilim
.fr
/p
ro
sp
e
u
r
/fr
/p
ro
sp
e
u
r
/te
le
ch
arg
e
m
e
n
ts
/v
e
ille
/F
o
n
ctio
n
%
2
0
p
u
b
liq
u
e
/
rap
p
o
rt_
sch
w
artz.p
d
f
二
〇
〇
〇
年
の
モ
ー
ロ
ア
を
議
長
と
し
た
地
方
分
権
の
未
来
委
員
会
に
よ
る
｢
地
方
行
政
活
動
を
再
び
打
ち
立
て
る
た
め
に
(
R
e
fo
n
d
e
r
l’actio
n
p
u
b
liq
u
e
lo
cale)｣
と
題
す
る
首
相
宛
政
府
報
告
書
で
は
地
方
公
務
員
制
度
に
関
し
て
記
述
し
た
部
分
で
、
人
口
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て
の
指
摘
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
、
Ｂ
職
の
採
用
に
つ
い
て
よ
り
透
明
性
を
増
す
よ
う
に
提
言
し
て
い
る
。
C
o
m
m
issio
n
p
o
u
r
l’av
e
n
ir
d
e
la
#

$%
&
''(&
)
R
efon
d
er
l’a
ction
p
u
b
liqu
e
loca
le
:
ra
p
p
ort
a
u
P
rem
ier
m
in
istre.
op
.cit.,
p
.
1
1
9

1
2
8
.
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
の
フ
ラ
ン
ス
市
町
村
長
連
合
に
よ
る
提
案
書
｢
地
方
公
務
員
制
度
の
た
め
の
提
案
(
P
ro
p
o
sitio
n
s
p
o
u
r
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale)｣
、
二
〇
〇
三
年
六
月
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
調
査
官
で
あ
る
ク
ー
ル
シ
ャ
ル
(
Je
an
C
o
u
rtial)
に
よ
る
｢
地
方
公
務
員
制
度
(
L
e
s
in
stitu
tio
n
s
d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale)｣
で
は
い
ず
れ
も
試
験
機
関
の
再
整
備
、
研
修
機
関
と
人
事
管
理
機
関
の
分
離
、
研
修
の
充
実
、
財
政
状
況
の
改
善
が
提
言
さ
れ
た
。C
O
U
R
T
IA
L
Je
an
.
R
a
p
p
ort
a
u
*
	
!

d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e,
d
e
la



d
e
+


et
d
e


	
,


	

d
u
territoire,:
L
es
in
stitu
tion
s
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le.
P
aris
:
-
&
'.
%
d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
,
d
e
la
"(
%
d
e
l’E
tat
e
t
d
e
/
&
0%
%&
'
d
u
te
rrito
ire
,
2
0
0
3
.
二
〇
〇
三
年
一
一
月
の
ド
レ
フ
ュ
ス
(
B
e
rn
ard
D
re
y
fu
s)
に
よ
る
｢
地
方
公
務
員
に
関
す
る
法
規
定
の
施
行
に
つ
い
て
(
L
a
m
ise
e
n
1
2
%
d
u
d
isp
o
sitif

0
'"
su
r
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale)｣
で
は
地
方
公
務
員
と
い
う
職
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
第
三
の
試
法と政治 61巻 3号 (2010年 10月)
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年
代
の
地
方
公
務
員
制
度
301
二
九
験
枠
の
拡
大
、
公
務
員
制
度
内
部
で
の
移
動
の
拡
大
、
す
な
わ
ち
中
央
か
ら
の
出
向
、
就
職
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
公
務
員
も
中
央
行
政
機
関
へ
の
移
動
促
進
、
を
目
的
に
据
え
て
適
応
の
た
め
の
職
員
研
修
(
u
n
e
fo
rm
atio
n

)
に
よ
っ
て
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
提
言
し
て
い
る
。D
R
E
Y
F
U
S
B
e
rn
ard
.
R
a
p
p
ort
su
r
la
m
ise
en


	

d
u
d
isp
ositif

su
r
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le.[
e
n
lig
n
e]
.




d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
,
d
e
la


d
e


e
t
d
e


 


d
u
te
rrito
ire
,
2
0
0
3
[


d
u
1
2
av
ril
2
0
0
9]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r:
h
ttp
://le
srap
p
o
rts.lad
o
cu
m
e
n
tatio
n
fran
caise
.fr
/B
R
P
/0
3
4
0
0
0
6
9
2
/
0
0
0
0
.p
d
f.
そ
し
て
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
八
日
に
は
ハ
イ
セ
ッ
ト
(
Je
an
-Jaq
u
e
s
H
y
se
t)
と
ヴ
ァ
ッ
セ
ル
(
A
lain
V
asse
lle)
と
い
っ
た
元
老
院
議
員
に
よ
る
地
方
公
務
員
制
度
に
関
す
る
作
業
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
。
(
)
C
o
m
m
issio
n
p
o
u
r
l’av
e
n
ir
d
e
la


!


"
R
efon
d
er
l’a
ction
p
u
b
liqu
e
loca
le
:
ra
p
p
ort
a
u
P
rem
ier
m
in
istre,
op
.
cit.
(
)
Ib
id
em
,
p
.
1
1
3
.
こ
の
報
告
書
は
二
〇
〇
〇
年
に
発
行
さ
れ
て
お
り
、
何
年
を
基
準
と
し
て
職
員
の
退
職
率
を
計
算
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
は
現
在
そ
の
ポ
ス
ト
に
あ
る
者
の
九
〇
％
が
退
職
を
迎
え
る
と
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
指
摘
が
以
下
の
文
献
に
も
あ
る
。R
O
G
N
A
R
D
M
ich
e
l-A
n
to
in
e
.
L
a
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le,
a
cteu
r
d
e
la
#$%

&%
'
d
e
(
)
%

)
%

d
u
territoire
et
d
u
#
	&**)
%

loca
l[
e
n
lig
n
e]
.
A
v
is
e
t
R
ap
p
o
rts
d
u
C
o
n
se
il
E
co
n
o
m
iq
u
e
e
t
S
o
cial,
n
+
2
0
0
0

1
9
,
2
9


!

,
2
0
0
0
,
p
.
1
3
.
[


d
u
3
1
o
cto
b
re
2
0
0
8]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.ce
s.fr
/rap
p
o
rt/rap
zip
/0
0
1
2
1
2
1
9
.zip
(
)
例
え
ば
以
下
に
よ
る
記
述
。-


"
P
ro
je
t
d
e
lo
i
d
e
m
o
d
e
rn
isatio
n
d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
:
lo
i
n
+
2
0
0
7
14
8
d
u
2
.
2
0
0
7
[
e
n
lig
n
e]
[

d
u
2
3
o
cto
b
re
2
0
0
8]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.se
n
at.fr
/d
o
ssie
rle
g
/p
jl0
5
-4
4
0
.h
tm
l
(
)
D
R
E
Y
F
U
S
B
e
rn
ard
.
R
a
p
p
ort
su
r
la
m
ise
en


	

d
u
d
isp
ositif

su
r
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le.
op
.cit.,
p
.
2
3
.
同
様
の
内
容
は
以
下
に
よ
る
指
摘
も
あ
る
。C
o
m
m
issio
n
p
o
u
r
l’av
e
n
ir
d
e
la
!

"
R
efon
d
er
l’a
ction
p
u
b
liqu
e
loca
le
:
ra
p
p
ort
a
u
P
rem
ier
m
in
istre,
op
.cit.,
p
.
1
1
7
.
(
)
ド
ゥ
ル
ヴ
ォ
イ
ユ
は
既
に
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
一
六
日
の
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
に
お
い
て
地
方
公
務
員
制
度
の
見
直
し
を
発
言
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
三
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
採
用
、
職
員
研
修
、
キ
ャ
リ
ア
展
開
、
と
い
っ
た
三
点
へ
の
改
善
で
あ
る
。
採
用
に
関
し
て
は
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
と
運
営
セ
ン
タ
ー
、
前
者
二
つ
に
所
属
し
な
い
地
方
自
治
体
、
法と政治 61巻 3号 (2010年 10月)
論
説
302
三
〇
と
複
数
の
層
で
採
用
試
験
が
行
な
わ
れ
て
い
る
状
況
へ
の
改
善
と
中
途
採
用
の
積
極
的
な
活
用
、
職
員
研
修
に
関
し
て
は
、
一
定
の
条
件
の
下
、
初
任
者
研
修
の
期
間
を
短
縮
し
た
り
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
職
員
ま
で
の
研
修
の
一
般
化
、
キ
ャ
リ
ア
展
開
に
つ
い
て
は
、
任
命
権
者
の
自
由
裁
量
ポ
ス
ト
の
人
口
要
件
を
下
げ
る
こ
と
な
ど
を
表
明
し
て
い
た
。
ま
た
ド
ゥ
ル
ヴ
ォ
イ
ユ
は
フ
ラ
ン
ス
市
町
村
長
協
会
(
l’A
sso
ciatio
n
d
e
s
m
aire
s
d
e
F
ran
ce)
の
代
表
で
も
あ
っ
た
。D
U
R
A
N
D
D
o
m
in
iq
u
e
.
U
n
e
h
istoire
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le.
P
aris
:
la
d
isp
u
te
,
2
0
0
4
,
p
.
2
9
8

3
0
1
.
そ
し
て
ド
ゥ
ル
ヴ
ォ
イ
ユ
は
、
二
〇
〇
三
年
二
月
の
大
臣
会
議
に
お
い
て
公
務
員
制
度
の
改
正
に
取
り
組
む
こ
と
を
正
式
に
発
表
す
る
。
彼
は
、
ド
レ
フ
ュ
ス
報
告
書
を
元
に
、
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
改
正
を
宣
言
、
そ
の
概
要
を
発
表
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
三
の
競
争
試
験
枠
を
拡
大
し
て
有
能
な
人
材
を
地
方
公
務
員
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
こ
と
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
と
運
営
セ
ン
タ
ー
間
の
役
割
分
担
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
る
地
方
の
実
情
に
沿
っ
た
人
事
管
理
組
織
の
再
整
備
を
行
う
こ
と
、
部
門
か
ら
部
門
へ
、
職
群
か
ら
職
群
へ
、
と
い
っ
た
公
務
員
の
移
動
を
柔
軟
化
さ
せ
る
こ
と
、
中
央
省
庁
か
ら
国
家
公
務
員
の
地
方
自
治
体
へ
の
出
向
や
特
別
併
任
、
採
用
を
地
方
自
治
体
側
は
受
け
入
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
公
務
員
も
中
央
省
庁
の
行
政
機
関
へ
と
移
動
が
で
き
る
こ
と
を
促
進
す
る
よ
う
な
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員
の
公
務
員
制
度
間
で
の
内
部
移
動
の
等
質
化
を
目
指
し
た
職
員
の
移
動
に
関
す
る
容
易
化
に
取
り
組
む
こ
と
、
等
を
提
示
し
た
。
(
)
例
え
ば
以
下
に
よ
る
指
摘
。B
O
U
R
D
O
N
Jaq
u
e
s.
L
a
n
ou
velle


d
es
in
stitu
tion
s
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le,
u
n
a
cte


	


op
.cit.,
p
.
5
2
9
.
(
)
一
九
九
八
年
の
シ
ュ
ワ
ル
ツ
に
よ
る
内
務
省
と
公
務
員
・
国
家
改
革
・
地
方
分
権
化
大
臣
宛
て
の
報
告
書
｢
地
方
職
員
に
お
け
る
採
用
、
研
修
、
キ
ャ
リ
ア
展
開
に
関
す
る
報
告
書｣
に
お
い
て
は
人
口
要
件
の
緩
和
、
地
方
自
治
体
で
勤
務
し
た
職
歴
を
持
つ
者
を
優
先
的
に
採
用
す
る
こ
と
の
提
案
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
と
運
営
セ
ン
タ
ー
間
の
権
限
の
調
整
等
を
主
張
し
て
い
る
。S
C
H
W
A
R
T
Z





R
a
p
p
ort
su
r
le
recru
tem
en
t,
la
form
a
tion
,
et
le





d
e

d
es
a
gen
ts
territoria
u
x.
op
.cit.
二
〇
〇
〇
年
の
モ
ー
ロ
ア
を
議
長
と
し
た
地
方
分
権
の
未
来
委
員
会
に
よ
る
｢
地
方
行
政
活
動
を
再
び
打
ち
立
て
る
た
め
に
(
R
e
fo
n
d
e
r
l’actio
n
p
u
b
liq
u
e
lo
cale)｣
と
題
す
る
首
相
宛
政
府
報
告
書
で
は
地
方
公
務
員
制
度
に
関
し
て
記
述
し
た
部
分
で
は
、
人
口
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て
の
指
摘
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
、
Ｂ
職
の
採
用
に
つ
い
て
よ
り
透
明
性
を
増
す
よ
う
に
提
言
し
て
い
る
。C
o
m
m
issio
n
p
o
u
r
l’av
e
n
ir
d
e
la
法と政治 61巻 3号 (2010年 10月)
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年
代
の
地
方
公
務
員
制
度
303
三
一




	



R
efon
d
er
l’a
ction
p
u
b
liqu
e
loca
le
:
ra
p
p
ort
a
u
P
rem
ier
m
in
istre.
op
.cit.,
p
.
1
1
9
12
8
.
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
の
フ
ラ
ン
ス
市
町
村
長
連
合
に
よ
る
提
案
書
｢
地
方
公
務
員
制
度
の
た
め
の
提
案
(
P
ro
p
o
sitio
n
s
p
o
u
r
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale)｣
、
二
〇
〇
三
年
六
月
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
調
査
官
で
あ
る
ク
ー
ル
シ
ャ
ル
(
Je
an
C
o
u
rtial)
に
よ
る
｢
地
方
公
務
員
制
度
(
L
e
s
in
-
stitu
tio
n
s
d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale)｣
で
は
い
ず
れ
も
試
験
機
関
の
再
整
備
、
研
修
機
関
と
人
事
管
理
機
関
の
分
離
、
研
修
の
充
実
、
財
政
状
況
の
改
善
が
提
言
さ
れ
た
。C
O
U
R
T
IA
L
Je
an
.
R
a
p
p
ort
a
u



d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e,
d
e
la


d
e



et
d
e







d
u
territoire,:
L
es
in
stitu
tion
s
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le.
P
aris
:




 
d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
,
d
e
la

!"

d
e
l’E
tat
e
t
d
e
	#"


$"


d
u
te
rrito
ire
,
2
0
0
3
.
二
〇
〇
三
年
一
一
月
の
ド
レ
フ
ュ
ス
(
B
e
rn
ard
D
re
y
fu
s)
に
よ
る
｢
地
方
公
務
員
に
関
す
る
法
規
定
の
施
行
に
つ
い
て
(
L
a
m
ise
e
n
%
&
'
d
u
d
isp
o
sitif
	$
	
!
su
r
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale)｣
で
は
地
方
公
務
員
と
い
う
職
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
第
三
の
試
験
枠
の
拡
大
、
公
務
員
制
度
内
部
で
の
移
動
の
拡
大
、
す
な
わ
ち
中
央
か
ら
の
出
向
、
就
職
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
公
務
員
も
中
央
行
政
機
関
へ
と
移
動
が
で
き
る
こ
と
の
促
進
、
を
目
的
に
据
え
て
適
応
の
た
め
の
職
員
研
修
(
u
n
e
fo
rm
atio
n
(
)
に
よ
っ
て
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
提
言
し
て
い
る
。D
R
E
Y
F
U
S
B
e
rn
ard
.
R
a
p
p
ort
su
r
la
m
ise
en
)
*
+
d
u
d
isp
ositif

su
r
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le.
op
.cit.
そ
し
て
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
八
日
に
は
ハ
イ
セ
ッ
ト
(
Je
an
-Jaq
u
e
s
H
y
se
t)
と
ヴ
ァ
ッ
セ
ル
(
A
lain
V
asse
lle)
と
い
っ
た
元
老
院
議
員
に
よ
る
地
方
公
務
員
制
度
に
関
す
る
作
業
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
。
(
)
県
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
四
年
八
月
一
三
日
法
、
い
わ
ゆ
る
生
活
保
護
等
に
つ
い
て
の
二
〇
〇
三
年
一
二
月
一
八
日
法
、
障
害
者
関
連
の
二
〇
〇
五
年
二
月
一
一
日
法
に
つ
い
て
社
会
保
障
分
野
が
強
化
さ
れ
た
。
州
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
四
年
八
月
一
三
日
法
第
五
条
に
青
少
年
・
青
年
の
見
習
い
研
修
及
び
職
業
訓
練
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。

自
治
体
国
際
化
協
会
『
C
L
A
IR
R
E
P
O
R
T
N
o
.
3
3
0
フ
ラ
ン
ス
の
新
た
な
地
方
分
権
そ
の
３
第
２
幕
の
検
証
と
第
３
幕
の
可
能
性
』
二
〇
〇
八
年
、p
.
2
、p
.
1
1
21
、h
ttp
://w
w
w
.clair.o
r.jp
/j/fo
ru
m
/c_
re
p
o
rt/p
d
f/3
3
0
.p
d
f
(
二
〇
〇
九
年
六
月
一
〇
日
閲
覧)
。
(
)
国
か
ら
地
方
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
は
、
経
済
開
発
、
観
光
、
職
業
訓
練
、
道
路
、
大
規
模
施
設
、
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
州
に
お
け
る
交
通
、
欧
州
構
造
基
金
、
廃
棄
物
処
理
計
画
、
社
会
福
祉
、
未
成
年
者
の
司
法
的
保
護
、
保
健
衛
生
、
教
育
、
文
化
財
、
舞
台
芸
術
、
法と政治 61巻 3号 (2010年 10月)
論
説
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三
二
自
然
の
中
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
項
目
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山

榮
一
『
フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
改
正
と
地
方
分
権』
、
前
掲
書
、p
.
2
3
6

2
5
3
。
(
)
県
及
び
州
は
中
学
・
高
校
の
学
校
施
設
の
建
設
・
管
理
を
所
掌
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
学
校
施
設
の
維
持
管
理
に
携
わ
る
国
民
教
育
省
に
属
し
て
い
た
国
家
公
務
員
で
あ
る
約
九
万
人
の
教
育
技
能
労
務
職
員
で
あ
る
Ｔ
Ｏ
Ｓ
(
T
e
ch
n
icie
n
s
e
t
o
u
v
rie
rs
d
e
se
rv
ice)
を
県
(
主
に
中
学
に
関
わ
る
事
業
を
管
轄)
及
び
州
(
主
に
高
等
学
校
に
関
わ
る
事
業
を
管
轄)
に
移
管
す
る
こ
と
と
な
っ
た
(
港
湾
職
業
訓
練
学
校
、
農
業
職
業
訓
練
学
校
に
つ
い
て
は
、
州
へ
の
事
務
移
管
が
定
め
ら
れ
た)
。
受
付
、
給
食
、
寄
宿
舎
、
及
び
校
舎
管
理
に
従
事
す
る
技
術
・
労
務
・
サ
ー
ビ
ス
職
員
と
い
っ
た
職
員
の
属
性
は
九
九
％
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
家
公
務
員
が
地
方
自
治
体
へ
の
身
分
移
管
の
対
象
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
一
一
月
末
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
六
年
八
月
三
一
日
ま
で
に
選
択
権
を
行
使
し
た
者
の
う
ち
、
約
七
割
が
州
や
県
へ
の
身
分
移
管
を
選
択
し
た
と
い
う
。
更
に
、
道
路
、
港
湾
、
河
川
、
小
規
模
飛
行
場
、
住
宅
、
港
湾
職
業
訓
練
学
校
、
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
州
に
お
け
る
交
通
に
関
す
る
地
方
自
治
体
の
権
限
移
譲
を
伴
っ
た
国
の
整
備
部
局
職
員
、
県
道
の
維
持
管
理
の
た
め
に
特
別
併
任
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
県
整
備
局
の
職
員
、
海
上
港
湾
に
つ
い
て
の
県
整
備
局
職
員
、
と
い
っ
た
約
三
万
一
千
人
の
職
員
も
身
分
移
管
の
対
象
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
一
一
月
末
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
七
年
一
月
一
日
付
け
で
選
択
の
対
象
と
な
っ
た
国
道
、
県
道
(
県
道
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
と
他
の
身
分
移
管
と
日
付
が
異
な
っ
て
い
る)
、
県
港
湾
、
住
宅
分
野
に
お
け
る
対
象
職
員
の
う
ち
、
約
八
割
の
者
が
地
方
公
務
員
へ
の
身
分
移
管
を
選
択
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
職
員
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
末
ま
で
、
県
整
備
部
局
に
つ
い
て
は
職
に
よ
っ
て
そ
の
選
択
時
期
が
異
な
っ
て
い
た
が
遅
く
と
も
二
〇
〇
八
年
八
月
末
ま
で
に
、
地
方
公
務
員
と
な
る
か
、
国
家
公
務
員
の
身
分
を
維
持
し
つ
つ
、
地
方
公
務
員
へ
の
期
限
の
定
め
の
無
い
出
向
と
い
う
形
態
を
採
る
か
を
、
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
と
し
、
意
思
表
明
が
無
い
場
合
は
後
者
を
選
択
と
す
る
も
の
と
み
な
す
、
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
選
択
で
あ
っ
た
。
地
方
公
務
員
へ
の
身
分
移
管
を
選
択
し
た
者
の
理
由
と
し
て
は
、
地
方
公
務
員
と
し
て
の
手
当
て
制
度
が
有
利
に
な
る
と
い
う
事
情
か
ら
地
方
公
務
員
へ
の
編
入
を
選
択
し
た
と
い
う
。
以
上
の
情
報
に
関
し
て
は
以
下
か
ら
引
用
し
て
い
る
。

自
治
体
国
際
化
協
会
『
C
L
A
IR
R
E
P
O
R
T
N
o
.
3
3
0
フ
ラ
ン
ス
の
新
た
な
地
方
分
権
そ
の
３
第
２
幕
の
検
証
と
第
３
幕
の
可
能
性
』
前
傾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
植
村
哲
｢
フ
ラ
ン
ス
の
国
の
地
方
出
先
機
関
―
そ
の
理
念
と
最
近
の
改
革
の
法と政治 61巻 3号 (2010年 10月)
フ
ラ
ン
ス
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〇
〇
〇
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員
制
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三
三
動
向｣
『
地
方
自
治』
第
七
四
八
号
、
二
〇
一
〇
年
、p
.
6
2
66
。D
G
C
L
S
D
E
L
F
P
T
.
L
es
tra
n
sferts
d
e
p
erson
n
els
tech
n
icien
s,
ou
vriers
et
d
e
services
(
T
O
S)
d
a
n
s
le
ca
d
re
d
e
la
loi
d
u
1
3


2
0
0
4
rela
tive
a
u
x
	

et
	


loca
les
[
e
n
lig
n
e]
.
N
o
v
2
0
0
7
[


d
u
3
m
ars
2
0
1
0]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.d
fcl.in
te
rie
u
r.g
o
u
v
.fr
/se
ctio
n
s
/le
s_
co
lle
ctiv
ite
s_
te
/tran
sfe
rts_
d
e
s_
p
e
rso
/statistiq
u
e
s_
re
lativ
/
(
)
例
え
ば
県
設
備
局
の
移
転
が
一
九
八
五
年
七
月
三
一
日
デ
ク
レ
で
開
始
さ
れ
、
一
九
八
七
年
二
月
一
三
日
デ
ク
レ
で
再
度
推
進
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
効
果
は
乏
し
く
、
五
％
の
職
員
が
県
に
移
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま
た
か
つ
て
国
と
地
方
自
治
体
の
同
一
行
政
事
務
所
に
勤
務
し
て
い
た
職
員
は
、
国
家
公
務
員
の
資
格
に
留
ま
る
か
、
州
、
県
の
新
規
部
課
の
地
方
公
務
員
に
な
る
か
を
決
め
る
自
由
選
択
権
と
期
間
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
元
県
地
方
庁
職
員
の
二
〇
万
人
、
及
び
県
内
の
公
施
設
法
人
に
勤
務
す
る
職
員
一
万
三
千
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
職
員
の
移
動
に
つ
い
て
の
統
計
は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う
。
以
上
の
情
報
に
つ
い
て
は
以
下
か
ら
引
用
し
て
い
る
。

自
治
体
国
際
化
協
会
『
C
L
A
IR
R
E
P
O
R
T
N
o
.
2
2
1
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
分
権
15
年』
二
〇
〇
一
年
、p
.
4
9

5
0
、h
ttp
://w
w
w
.clair.o
r.jp
/j/fo
ru
m
/c_
re
p
o
rt/p
d
f/2
2
1
.p
d
f
(
二
〇
〇
九
年
六
月
一
〇
日
閲
覧)
。
(
)
政
府
と
身
分
移
管
の
対
象
と
な
っ
た
学
校
関
係
職
員
の
所
属
す
る
教
職
員
組
合
と
の
間
で
合
意
に
至
る
二
〇
〇
三
年
六
月
ま
で
、
全
国
で
ス
ト
ラ
イ
キ
や
デ
モ
に
よ
る
抗
議
活
動
が
相
次
い
だ
。
そ
れ
は
教
職
員
組
合
か
ら
だ
け
の
反
発
で
は
な
く
、
野
党
の
社
会
党
を
伴
い
、
ま
た
同
時
期
に
議
論
さ
れ
て
い
た
年
金
制
度
改
革
へ
の
反
発
と
も
相
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
(
)
例
え
ば
二
〇
〇
九
年
八
月
三
日
法
(
lo
i
n

2
0
0
9
97
2
d
u
3


2
0
0
9)
は
公
務
員
身
分
移
管
に
関
す
る
項
目
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
出
向
(
d
é
tach
e
m
e
n
t)
、
出
向
職
群
及
び
出
向
職
団
へ
の
統
合
(
)
、
前
も
っ
て
の
出
向
な
し
の
直
接
統
合
、
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
。
(
)
C
O
U
R
T
IA
L
Je
an
.
R
a
p
p
ort
a
u


	
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e,
d
e
la
	
	

d
e


et
d
e






d
u
territoire,:
L
es
in
stitu
tion
s
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le.
op
.cit.
脚
注(
)
参
照
。
(
)
職
歴
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
一
年
一
月
三
日
法
で
は
、
一
定
の
免
状
を
必
要
と
さ
れ
る
競
争
試
験
に
関
し
て
、
候
補
者
は
公
に
証
明
法と政治 61巻 3号 (2010年 10月)
論
説
306
三
四
さ
れ
た
一
定
の
職
歴
を
示
す
こ
と
で
、
免
状
と
同
等
と
す
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
基
準
を
デ
ク
レ
が
定
め
て
い
た
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
二
年
三
月
一
三
日
デ
ク
レ
は
、
免
状
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
二
年
か
ら
五
年
の
職
歴
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
つ
ま
り
外
部
競
争
試
験
に
お
い
て
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
は
Ｂ
ａ
ｃ
＋
３
と
い
っ
た
大
学
卒
業
程
度
の
免
状
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｂ
は
高
校
卒
業
資
格
程
度
の
免
状
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
は
中
等
教
育
修
了
免
状
あ
る
い
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
教
育
(
e
n
se
ig
n
e
m
e
n
t
te
ch
n
o
lo
g
iq
u
e)
免
状
が
求
め
ら
れ
る
が
、
一
定
の
教
育
、
あ
る
い
は
職
務
経
験
の
有
効
性
を
証
明
で
き
る
場
合
、
免
状
と
同
等
と
さ
れ
る
。
ま
た
特
定
の
内
部
試
験
に
関
し
て
は
一
般
的
に
四
年
、
公
務
員
と
し
て
の
勤
務
経
験
が
あ
っ
た
り
、
他
の
公
共
団
体
で
勤
務
し
て
い
た
場
合
は
、
免
状
と
同
等
と
み
な
さ
れ
る
。
が
、
本
改
正
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
条
件
を
法
律
に
お
い
て
制
定
す
る
と
定
め
た
も
の
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
一
二
月
二
二
日
デ
ク
レ
で
は
、
免
状
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
争
試
験
を
主
催
す
る
機
関
で
あ
る
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
と
運
営
セ
ン
タ
ー
の
委
員
会
で
各
条
件
を
定
め
る
こ
と
を
記
し
た
。
本
改
正
で
は
こ
れ
ら
を
法
律
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
が
記
さ
れ
た
。
(
)
職
員
研
修
の
概
念
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
が
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
の
競
争
試
験
や
昇
進
試
験
の
準
備
に
関
わ
る
研
修
、
非
識
字
撲
滅
活
動
、
職
業
研
修
を
受
け
る
各
人
の
権
利
に
対
し
て
の
改
正
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
各
条
、
改
正
が
行
わ
れ
た
。
(
)
例
え
ば
以
下
に
よ
る
指
摘
。L
’av
e
n
ir
d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale
:
A
cte
s
d
e
la
re
n
co
n
tre
e
n
tre
p
raticie
n
s
e
t
u
n
iv
e
rsitaire
s-



	
P
ris
II




	

-A
ssas-C
IG
d
e
la
g
ran
d
e
co
u
ro
n
n
e
m
ai
2
0
0
7
,
C
a
h
ier

n

2
02
14
jan
v
ie
r
2
0
0
8
,
p
.
2
2
4
.
(
)
研
修
個
人
手
帳
は
パ
ス
ワ
ー
ド
等
を
入
力
す
る
と
ア
ク
セ
ス
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
は
研
修
の
内
容
、
職
歴
、
能
力
を
記
す
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。C
N
F
P
T
.
E
sp
a
ce
P
ro
;
L
ivret
d
e
form
a
tion
m
d
escrip
tion
d
u
livret
in
d
ivid
u
el
d
e
for-
m
a
tion
[
e
n
lig
n
e]
[
	

d
u
3
ju
ille
t
2
0
1
0]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
s://w
w
w
.e
sp
ace
p
ro
.cn
fp
t.fr
/fr
/ag
e
n
ts
/L
if/D
e
scrip
tio
n
L
if
(
)
S
A
L
O
N
S
e
rg
e
,
S
A
V
IG
N
A
C
Je
an
-C
h
arle
s
e
t
D
E
G
A
U
D
E
M
O
N
T
C
h
riste
lle
.
C
od
e
d
e
la
fon
ction




 !"


#
$
op
.cit.,
p
.
1
0
3
0
.
(
)
研
修
規
定
、
研
修
の
権
利
の
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
植
村
哲
｢
欧
州
地
方
公
務
員
情
勢
地
方
公
務
員
制
度
及
び
そ
の
運
用
に
関
す
る
比
較
論
的
考
察
(
第
七
回：
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
公
務
員
制
度
に
関
す
る
比
較
論
的
考
察
(
そ
の
三))｣
『
地
方
公
務
法と政治 61巻 3号 (2010年 10月)
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年
代
の
地
方
公
務
員
制
度
307
三
五
員
月
報』
二
〇
〇
九
年
、p
.
4
7

5
0
。
(
)
義
務
的
で
継
続
的
な
職
と
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
の
職
で
あ
る
ア
タ
ッ
シ
ェ
(
)
、
技
師
(

	

)
、
文
化
財
保
護
学
芸
員
管
理
職
員
・
図
書
館
管
理
員
管
理
職
員
・
体
育
活
動
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
職
の
ア
タ
ッ
シ
ェ
(

d
e
co
n
se
rv
atio
n
d
u
p
atrim
o
in
e
,


	
e
t
co
n
se
ille
rs
d
e
s

p
h
y
siq
u
e
s
e
t
sp
o
rtiv
e
s)
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｂ
の
職
で
あ
る
書
記
(


	


)
、
文
化
財
保
護
学
芸
員
管
理
職
員
・
図
書
館
管
理
員
管
理
職
員
助
手
(
assistan
ts
d
e
co
n
se
rv
atio
n
d
u
p
atrim
o
in
e)
、
体
育
活
動
ス
ポ
ー
ツ
教
員
(




	



d
e
s


p
h
y
siq
u
e
s
e
t
sp
o
rtiv
e
s)
と
な
っ
て
い
る
。
(
)
C
N
F
P
T
.
L
’offre
d
e
form
a
tion
d
u
C
N
F
P
T
[
e
n
lig
n
e]
[
d
u
1
2
ju
ille
t
2
0
1
0]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.cn
fp
t.fr
/fr
/
ag
e
n
ts
/L
a_
F
o
rm
atio
n
/5
4
(
)
地
方
自
治
体
雇
用
主
の
代
表
者
の
会
は
、
人
口
二
万
人
以
下
の
市
町
村
代
表
者
が
七
人
、
人
口
二
万
人
以
上
の
市
町
村
代
表
者
が
七
人
、
県
代
表
者
が
四
人
、
州
代
表
者
が
二
人
、
の
二
〇
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
(
)
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
は
、
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
が
、
組
織
や
人
事
管
理
へ
の
改
善
の
た
め
の
研
究
と
併
せ
て
、
各
種
の
参
考
資
料
作
成
と
地
方
公
務
員
制
度
全
体
に
関
す
る
最
新
の
統
計
を
作
成
、
保
管
管
理
を
定
め
た
。
そ
こ
で
評
議
会
は
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
か
ら
地
方
公
務
員
の
特
別
併
任
を
受
け
入
れ
て
、
作
業
に
必
要
な
手
法
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
二
〇
〇
七
年
二
月
一
九
日
法
に
お
い
て
は
、
運
営
セ
ン
タ
ー
業
務
に
お
い
て
全
国
的
な
調
整
を
行
う
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
地
方
自
治
体
全
体
の
資
料
収
集
や
統
計
資
料
を
作
成
す
る
能
力
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
は
、
職
員
の
人
事
管
理
や
改
善
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。
(
)
こ
の
移
行
は
二
〇
〇
九
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
完
了
す
る
と
さ
れ
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
本
部
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
内
の
最
上
級
幹
部
職
試
験
、
す
な
わ
ち
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
四
五
条
に
関
係
の
あ
る
職
群
、
す
な
わ
ち
地
方
行
政
上
級
管
理
職
員
(
ad
m
in
istrate
u
rs
te
rrito
riau
x)
、
文
化
財
保
護
上
級
学
芸
員
(
co
n
se
rv
ate
u
rs
d
u
p
atrim
o
in
e)
、
図
書
館
上
級
管
理
職
員
(
co
n
se
rv
ate
u
rs
d
e
s




	
)
、
技
師
長
(


	


e
n
ch
e
f)
を
対
象
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
職
群
に
つ
い
て
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
本
部
は
、
採
用
試
験
、
昇
進
試
験
を
担
当
す
る
こ
と
、
職
の
創
設
や
欠
員
に
つ
い
て
公
示
を
行
う
こ
と
、
国
立
雇
用
情
報
セ
法と政治 61巻 3号 (2010年 10月)
論
説
308
三
六
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
こ
と
、
上
記
の
職
群
に
関
し
て
職
員
の
一
時
受
け
入
れ
を
行
い
、
ま
た
再
格
付
け
を
行
う
こ
と
を
援
助
す
る
こ
と
、
が
そ
の
任
務
と
な
る
。
残
り
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
と
一
部
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｂ
の
職
群
に
関
し
て
は
、
採
用
試
験
は
州
あ
る
い
は
州
間
の
運
営
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
残
り
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｂ
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
と
医
療
社
会
部
門
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
採
用
試
験
に
つ
い
て
は
、
県
あ
る
い
は
県
間
の
運
営
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
(
)
調
整
運
営
セ
ン
タ
ー
で
は
、
少
な
く
と
も
年
に
一
度
、
各
調
整
運
営
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
会
議
が
開
か
れ
、
研
修
、
ま
た
採
用
試
験
、
地
方
公
務
員
政
策
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
少
な
く
と
も
年
に
一
度
、
調
整
運
営
セ
ン
タ
ー
の
会
合
が
開
か
れ
、
各
セ
ン
タ
ー
間
の
情
報
提
供
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
(
)
D
R
E
Y
F
U
S
B
e
rn
ard
.
R
a
p
p
ort
su
r
la
m
ise
en



d
u
d
isp
ositif
	
	
su
r
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le.
op
.cit.,
p
.
1
3
.
(
)
C
O
U
R
T
IA
L
Je
an
.
R
a
p
p
ort
a
u

	
	

d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e,
d
e
la


d
e


et
d
e





d
u
territoire,:
L
es
in
stitu
tion
s
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le.
op
.cit.,
p
.
1
1
12
.
(
)
特
別
併
任
と
は
、
元
来
の
職
団
お
よ
び
職
群
に
留
ま
り
な
が
ら
、
他
の
地
方
自
治
体
、
公
施
設
法
人
、
国
の
機
関
等
で
業
務
を
行
う
こ
と
で
、
給
与
は
元
に
い
た
団
体
、
た
と
え
ば
地
方
自
治
体
で
支
払
わ
れ
、
年
金
や
昇
進
や
昇
任
も
元
に
い
た
地
方
自
治
体
に
お
い
て
計
算
さ
れ
る
。
出
向
は
、
元
来
の
職
団
及
び
職
群
と
は
異
な
る
職
団
お
よ
び
職
群
で
勤
務
し
、
給
与
は
出
向
先
が
支
払
う
。
二
〇
〇
八
年
六
月
一
八
日
デ
ク
レ
で
は
受
け
入
れ
先
組
織
が
特
別
併
任
の
職
員
に
対
し
て
謝
礼
金
を
渡
す
こ
と
が
予
定
さ
れ
た
。
(
)
職
業
研
修
の
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。M
A
R
IL
L
IA
G
e
o
rg
e
-D
an
ie
l.
L
es
a
gen
ts
territoria
u
x,
5
e


P
aris
:
B
e
rg
e
r-
L
e
v
rau
lt,
2
0
0
7
,
p
.
3
5
8
36
5
.
(
)
二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
法
以
前
に
お
け
る
特
別
併
任
と
は
、
地
方
公
務
員
は
地
方
公
務
員
の
ポ
ス
ト
や
地
方
自
治
体
の
公
施
設
法
人
に
、
国
家
公
務
員
は
国
家
公
務
員
の
ポ
ス
ト
や
国
の
公
施
設
法
人
同
士
に
お
い
て
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
で
国
家
公
務
員
が
勤
務
す
る
場
合
は
、
出
向
あ
る
い
は
最
高
幹
部
職
と
し
て
契
約
に
基
づ
い
て
受
け
入
れ
る
と
い
っ
た
形
式
で
あ
っ
た
。
(
)
T
ech
n
i.

	

n

1
3
3
,
8
23
ju
ille
t
2
0
0
7
,
p
.
4
6
.
二
〇
〇
七
年
一
二
月
、C
N
F
P
T
ア
キ
テ
ー
ヌ
(
aq
u
itain
e)
州
代
表
部
で
の
筆
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
同
様
の
言
及
が
あ
っ
た
。
法と政治 61巻 3号 (2010年 10月)
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年
代
の
地
方
公
務
員
制
度
309
三
七
()
直
接
統
合
と
は
公
務
員
が
出
向
を
経
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
職
団
や
職
群
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
を
指
す
。
そ
し
て
該
当
職
員
が
元
々
勤
務
し
て
い
た
行
政
機
関
と
本
人
の
合
意
の
下
、
元
の
等
級
と
同
様
の
職
団
あ
る
い
は
職
群
に
任
命
さ
れ
る
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
(
)
賠
償
金
の
額
に
つ
い
て
、
移
動
す
る
職
員
が
義
務
的
研
修
(
fo
rm
atio
n
o
b
lig
ato
ire)
、
あ
る
い
は
、
該
当
す
る
三
年
間
に
従
事
す
る
で
あ
ろ
う
補
足
研
修
(
fo
rm
atio
n
s






	
)
を
受
け
て
い
る
期
間
に
、
そ
の
職
員
が
受
領
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
給
与
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
地
方
自
治
体
は
公
務
員
の
移
動
に
関
し
て
、
住
居
の
変
更
や
状
況
の
改
正
と
い
っ
た
事
に
関
わ
る
移
動
に
の
み
、
各
地
方
自
治
体
に
設
け
ら
れ
て
い
る
異
動
、
昇
進
、
免
職
等
の
人
事
管
理
委
員
会(
co
m
issio
n
ad
m
in
istrativ
e
p
aritaire
-C
A
P
)
の
答
申
に
従
う
こ
と
を
定
め
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
が
移
動
に
関
す
る
書
類
に
名
前
を
載
せ
す
ぎ
な
い
こ
と
を
定
め
、
職
務
の
遂
行
に
支
障
が
出
る
職
に
の
み
、
そ
の
よ
う
な
場
合
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
配
偶
者
と
離
れ
て
職
に
つ
い
て
い
る
公
務
員
に
つ
い
て
は
移
動
の
要
求
は
優
先
的
に
扱
わ
れ
る
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
(
)
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
参
照
。
玉
井
亮
子
｢
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正｣
『
法
と
政
治』
六
一
巻
一
・
二
号
、
二
〇
一
〇
年
、p
.
5
3

9
1
。
(
)
国
家
公
務
員
の
定
員
削
減
に
つ
い
て
は
定
年
を
迎
え
た
公
務
員
の
補
充
を
半
数
に
抑
え
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
サ
ル
コ
ジ
は
、｢
特
別
年
金
制
度｣
へ
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
年
金
受
給
開
始
年
齢
を
六
〇
歳
か
ら
六
二
歳
へ
と
延
長
す
る
こ
と
等
、
公
務
員
へ
の
年
金
優
遇
の
減
退
を
目
し
た
法
案
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
(
)
全
体
報
告
者
と
し
て
は
、
二
〇
〇
七
年
設
立
当
初
は
、
財
政
・
公
会
計
・
公
務
員
大
臣
で
あ
っ
た
ワ
ー
ス
(
E
ric
W
o
e
rth)
を
、
二
〇
一
〇
年
三
月
よ
り
、
財
政
・
会
計
・
国
家
改
革
大
臣(
m
in
istre
d
u
B
u
d
g
e
t,
d
e
s
C
o
m
p
te
s
p
u
b
lics
e
t
d
e
la



d
e
l’E
tat)
を
置
い
て
い
る
。
(
)
ブ
ル
ト
ン
(
T
h
ie
rry
B
re
to
n)
(
当
時)
財
政
・
経
済
・
産
業
省
大
臣
の
下
、
当
時
、
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
国
立
銀
行
取
締
役
(





	
d
u
co
n
se
il
d
’ad
m
in
istratio
n
d
e
B
N
P
P
arib
as)
で
あ
っ
た
ペ
ベ
ロ
ー
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
上
記
の
記
述
に
つ
い
て
は
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
た
。P
E
B
E
R
E
A
U
M
ich
e
l.
R
om
p
re
a
vec
la

d
e
la
d
ette
p
u
b
liqu
e-p
ou
r
d
es
fin
a
n
ces
p
u
b
liqu
es
a
u
service
d
e
n
otre
croissa
n
ce




et
d
e
n
otre

socia
le
[
e
n
lig
n
e]
.
M
in
isté
re
d
e
 

!
d
e
s
fi-
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三
八
n
an
ce
s
e
t
d
e
l’in
d
u
strie
,
P
aris
;
L
a
D
o
cu
m
e
n
tatio
n

	
2
0
0
5
[

d
u
1
1
m
ai
2
0
0
8]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://le
srap
p
o
rts.
lad
o
cu
m
e
n
tatio
n
fran
caise
.fr
/B
R
P
/0
5
4
0
0
4
4
5
4
/0
0
0
0
.p
d
f
。
二
〇
〇
七
年
七
月
一
〇
日
の
フ
ィ
オ
ン
首
相
に
よ
る
発
表
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。




d
u
B
u
d
g
e
t,
d
e
s
co
m
p
te
s
p
u
b
lics
e
t
d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
.
L
a
n
cem
en
t
d
e
la



d
es
p
olitiqu
es
p
u
b
liqu
es
[
e
n
lig
n
e]
.
2
0
0
7
[



d
u
1
1
m
ai
2
0
0
8]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.th
e
m
atiq
u
e
s.m
o
d
e
rn
isatio
n
.g
o
u
v
.
fr
/ax
e
s
/4
3
6
.h
tm
l
。
(
)
二
〇
〇
七
年
六
月
二
〇
日
の
大
臣
会
議
で
は
カ
ナ
ダ
の
政
策
が
事
例
に
出
さ
れ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
カ
ナ
ダ
は
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
財
政
赤
字
が
続
い
て
い
た
も
の
の
、
九
三
年
に
自
由
党
政
権
が
誕
生
し
た
の
ち
本
格
的
な
財
政
再
建
が
行
わ
れ
、
九
八
年
度
ま
で
に
、
累
積
債
務
残
高
を
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
五
・
三
％
(
九
三
年
度)
か
ら
三
％
に
ま
で
削
減
す
る
と
の
累
積
赤
字
削
減
を
目
指
し
、
九
七
年
度
以
降
は
単
年
度
に
お
い
て
黒
字
と
な
っ
た
。
カ
ナ
ダ
財
政
再
建
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
点
が
置
か
れ
た
の
は
歳
出
の
削
減
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
政
府
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
レ
ビ
ュ
ー
と
呼
ば
れ
る
各
省
庁
が
行
う
事
業
へ
の
歳
出
の
全
面
見
直
し
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、
基
礎
的
財
政
収
支
(
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス)
の
黒
字
化
を
目
標
と
し
て
、
デ
フ
ィ
シ
ッ
ト
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
赤
字
削
減
目
標
額
を
設
定
し
て
そ
の
対
策
に
当
た
っ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
カ
ナ
ダ
で
は
一
九
九
八
年
度
ま
で
に
公
務
員
を
九
三
年
当
時
と
比
べ
て
六
万
人
、
約
一
六
％
を
削
減
し
た
。
二
〇
〇
七
年
六
月
二
〇
日
の
大
臣
会
議
に
示
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
の
政
策
に
つ
い
て
の
文
書
に
つ
い
て
は
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
た
。



d
u
B
u
d
g
e
t,
d
e
s
co
m
p
te
s
p
u
b
lics
e
t
d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
.
L
a
revu
e
d
es
p
rogra
m
m
es
a
u
C
a
n
a
d
a
(
1
9
9
4
19
9
8)
[
e
n
lig
n
e]
.
2
0
0
7
[



d
u
1
1
m
ai
2
0
0
8]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.th
e
m
atiq
u
e
s.m
o
d
e
rn
isatio
n
.g
o
u
v
.
fr
/b
ib
_
re
s
/8
1
0
.p
d
f
(
)
こ
れ
は
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
日
に
行
わ
れ
た
フ
ィ
ロ
ン
首
相
、
ウ
ォ
ー
ス
財
政
・
公
会
計
・
公
務
員
大
臣
、
サ
ン
テ
ィ
ニ
公
務
員
担
当
大
臣
補
佐
に
よ
る
｢
公
務
員
と
い
う
価
値
観
、
任
務
、
職
業
に
関
す
る
全
国
会
議｣
で
議
論
さ
れ
た
内
容
に
沿
っ
た
報
告
書
で
あ
る
。
S
IL
IC
A
N
I
Je
an
-L
u
d
o
v
ic.
L
e
L
ivre
B
la
n
c
su
r
l’a
ven
ir
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
:
F
a
ire
d
es
services
p
u
b
lics
et
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
d
es
a
tou
ts
p
ou
r
la
F
ra
n
ce
[
e
n
lig
n
e]
.
P
aris
:
L
a
D
o
cu
m
e
n
tatio
n



2
0
0
8
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m
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0
0
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o
n
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w
w
w
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n
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m
b
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n
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n
p
u
b
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e
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三
九
()
Ib
id
em
,
p
.
1
1
15
.
(
)
公
務
員
社
会
信
用
金
庫
と
は
、
一
九
五
五
年
に
設
立
さ
れ
た
融
資
事
業
、
預
金
事
業
、
保
険
事
業
を
行
う
公
務
員
の
た
め
の
金
融
機
関
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
一
一
月
二
一
日
の
会
合
に
は
、
デ
ュ
ロ
シ
ー
の
他
に
、
元
公
務
員
大
臣
の
デ
ュ
ル
ヴ
ォ
ワ
イ
(
Je
an
-P
au
l
D
e
le
v
o
y
e)
、
公
務
員
担
当
大
臣
(
当
時)
の
サ
ン
テ
ィ
ニ
が
参
加
し
、
将
来
の
公
務
員
制
度
に
つ
い
て
と
い
う
題
目
の
も
と
、
議
論
が
行
わ
れ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

S
o
cial
d
e
s
F
o
n
ctio
n
n
aire
s
[
e
n
lig
n
e]
.
L
es
in
terven
a
n
t
su
r
l’a
ven
ir
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
[


d
u
2
3
o
cto
b
re
2
0
0
8]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.csf-asso
ciatio
n
.co
m
/d
e
ro
sie
r.h
tm
l
(
)
少
な
く
と
も
二
年
、
組
合
員
で
あ
る
者
は
、
一
定
条
件
の
下
で
候
補
者
を
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
し
、
多
数
決
の
原
則
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
二
〇
一
三
年
か
ら
、
選
挙
人
の
五
〇
％
以
上
の
選
挙
に
基
礎
を
持
つ
組
合
代
表
者
が
サ
イ
ン
し
た
場
合
は
、
協
約
は
有
効
と
な
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
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四
一
Les 	de la fonction
publique territoriale des 
	2000
Ryoko TAMAI
Ⅰ. Prologue
Ⅱ. Les modification de la fonction publique teritoriale des 
	2000 et
son orientation
Ⅲ. La deliberation de la fonction publique territoriale sous le gouverne-
ment de Sarkozy
Ⅳ. 
Dupuis l’adoption de la loi du 26 janvier 1984, la fonction publique
territoriale a en 2009 ses vingt-cinq ans. Plusieurs propositions de
avaient vu le jour dupuis 1984. Ces 	de la fonction
publique territoriale	des aspects institutionnels et statutaires. Au
titre des	de fond dans les
	2000, nous examinons deux lois ;
la loi n2007148 du 22007 de modernisation de la fonction publique
et la loi 2007209 du 19 2007 relative la fonction publique
territoriale. Ces lois de 2007, les lois et les 	relatif aux ces lois ont
les dispositions diverses ; la 
des 	entre le
CNFPT et les centres de gestion, la formation professionnelles tout au long
de la 
et les diverses conditions en 
de organes de
participation etc. Elle sont tendu donner aux 	territoriales plus
de souplesse dans la gestion de la fonction publique territoriale par les
	locales. Un tel dispositif permet de offrir des perspectives de

aux agents et renforcer 

de la de la fonction
publique territoriale.
